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今 月 の ペ ー ジ

は

実現を目指
します！
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▼
筆
者
の
伯
母
は
、
視
覚
障

害
者
だ
っ
た
。
い
つ
も
筆
者

の
顔
を
手
で
覆
い
、
そ
の
感

触
で
成
長
を
見
守
っ
て
く
れ

た
。
そ
の
「
手
」
の
ぬ
く
も

り
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
▼
先
日
「
点
字
版
母

子
健
康
手
帳
の
個
人
で
の
入

手
方
法
を
、
視
覚
障
害
者
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
」
と
代
表
者

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
会
に

入
手
し
た
い
と
の
問
い
合
わ

せ
が
増
え
て
い
る
の
が
そ
の

理
由
。
ご
自
身
も
お
子
さ
ん

を
持
つ
視
覚
障
害
の
方
。「
私

は
、
行
政
か
ら
点
字
版
母
子

健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
、
記

載
内
容
が
子
育
て
に
大
変
役

立
っ
た
の
で
す
。
必
要
な
の

で
す
よ
」
と
話
さ
れ
て
い
た

▼
平
成
18
年
身
体
障
害
児
・

者
等
実
態
調
査
に
よ
る
と
視

覚
障
害
者
は
31
万
人
、
う
ち

１
、
２
級
が
19
・
２
万
人
。

視
覚
障
害
者
の
点
字
習
得
状

況
は
「
点
字
が
で
き
る
」

12
・
７
％
、
「
点
字
が
で
き

な
い
が
、
点
字
を
必
要
と
し

て
い
る
」
６
・
６
％
。
視
聴

覚
障
害
者
の
妊
娠
出
産
数
は

不
明
だ
が
、
本
会
の
点
字
版

母
子
健
康
手
帳
の
頒
布
数
は

年
10
冊
に
満
た
な
い
▼
健
や

か
親
子
21
（
第
２
次
）
の
方

向
性
の
一
つ
は
、
「
疾
病
や

障
害
、
経
済
状
態
等
の
個
人

や
家
庭
環
境
の
違
い
、
多
様

性
を
認
識
し
た
母
子
保
健
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
」。

ま
た
、
２
０
１
６
年
４
月
に

は
障
害
者
差
別
解
消
法
が
、

「
全
て
の
国
民
が
、
障
害
の

有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な

が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実

現
」
に
向
け
、
「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推

進
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
施

行
さ
れ
て
い
る
▼
未
来
を
変

革
す
る
の
は
子
ど
も
た
ち
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
発
育
の

た
め
に
は
、
親
へ
の
支
援
が

欠
か
せ
な
い
。
母
子
保
健
法

に
は
「
市
町
村
は
、
妊
娠
の

届
出
を
し
た
者
に
対
し
て
、

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
あ
る
。

点
字
版
は
貸
し
出
し
で
対
応

し
て
い
る
行
政
も
あ
る
と
聞

く
が
、
そ
れ
で
良
い
の
だ
ろ

う
か
。
ぜ
ひ
、
通
常
の
母
子

健
康
手
帳
に
加
え
点
字
版
母

子
健
康
手
帳
を
交
付
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

（
Ｈ
Ｍ
）

予
防
接
種
の
最
新
知
識
を
学
ぶ 

他

2面

冬
季
に
増
え
る 

高
齢
者
の
入
浴
事
故
死 

他

3面

東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
20
年
間

 

〜
何
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
〜

4～5面

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
支
援

 

〜
対
策
先
進
県 

鳥
取
の
取
り
組
み
〜 

他

6面

海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ 

他

7面

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育
32

8面

　
10
月
26
日
、
平
成
28
年

度
衛
生
行
政
報
告
例
（
母

体
保
護
関
係
）
が
発
表
さ

れ
た
。

　
平
成
28
年
度
の
人
工
妊

娠
中
絶
届
出
件
数
は
、
16

万
８
０
１
５
件
。
前
年
度

の
17
万
６
３
８
８
件
か
ら

８
３
７
３
件
（
４
・
７

％
）
減
少
し
、
調
査
開
始

以
来
、
初
め
て
17
万
件
を

下
回
っ
た
。

　
年
齢
階
級
別
で
見
る

と
、
45
〜
49
歳
以
外
の
全

て
の
年
齢
階
級
で
減
少
し

て
い
る
。
20
歳
未
満
で
は

９
・
０
％
の
減
少
、
特
に

15
歳
未
満
は
18
・
５
％
と

顕
著
で
あ
る
。
20
歳
以
上

で
最
も
減
少
率
が
高
い
の

は
25
〜
29
歳
で
、
マ
イ
ナ

ス
６
・
７
％
。
唯
一
増
加

し
て
い
る
45
〜
49
歳
は
、

前
年
よ
り
０
・
９
％
増
と

な
っ
て
い
る
。

　
実
施
率
（
15
〜
49
歳
女

子
人
口
千
対
）で
見
る
と
、

全
体
で
６
・
５
と
、
前
年

よ
り
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
低

下
。
都
道
府
県
別
で
見
る

と
、
最
低
が
昨
年
同
様
奈

良
で
３
・
７
、
最
高
が
鳥

取
の
９
・
６
だ
っ
た
。

（６面） （２面）

若
い
世
代
の
罹り

患か
ん

者
が
増
加

　
現
在
、
日
本
で
の
子
宮
頸

が
ん
死
亡
者
数
は
年
間
約
３

千
人
。
罹
患
者
数
は
近
年
増

加
傾
向
に
あ
り
、
年
間
約
１

万
人
で
、
生
涯
罹
患
リ
ス
ク

が
76
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て

い
る
。
年
齢
別
に
見
る
と
、

近
年
は
若
い
世
代
に
増
え
て

お
り
、
20
〜
30
歳
代
だ
け
で

年
間
３
千
人
ほ
ど
が
罹
患
し

て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
死
亡

者
数
も
同
様
で
、
40
歳
以
前

に
亡
く
な
る
方
が
増
え
て
い

る
状
況
だ
。
子
宮
頸
が
ん
の

原
因
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
感

染
。
誰
も
が
罹
患
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
２
０
０
種
類

ほ
ど
の
型
が
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
原
因
と
な

っ
て
い
る
の
は
16
型
と
18
型

　
２
０
１
３
年
４
月
に
定
期
接
種
が
ス
タ
ー
ト
し
た
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
、
政
府
は
同
年
６
月
、
接
種
後
に
体
調
不
良
を
訴
え
る
女
性
が
多
数
報
告
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
積
極
的
接
種
勧
奨
を
中
止
す
る
と
発
表
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本

に
お
け
る
接
種
率
は
１
％
程
度
と
低
下
し
、
今
な
お
そ
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
わ

が
国
に
お
け
る
子
宮
頸
が
ん
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
現
状
と
、
識
者
の
意
見
か

ら
、
あ
ら
た
め
て
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。の

二
つ
。
そ
の
た
め
、
こ
の

二
つ
の
型
へ
の
感
染
を
ワ
ク

チ
ン
で
予
防
す
る
こ
と
で
、

約
７
割
の
子
宮
頸
が
ん
を
予

防
で
き
る
。

検
診
に
よ
る
予
防
の
限
界

　
今
日
、
子
宮
頸
が
ん
の
予

防
に
は
、
検
診
と
ワ
ク
チ
ン

の
二
つ
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
予
防
法
に
つ
い

て
、
10
月
11
日
に
本
会
と
女

性
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
開

催
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
関
東
病
院
医
師
・

近
藤
一
成
氏
は
、
「
子
宮
頸

が
ん
検
診
は
、
前
が
ん
病
変

の
時
点
で
発
見
し
早
期
に
治

療
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
は

前
が
ん
病
変
に
な
る
前
に
予

防
す
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る

一
次
予
防
で
あ
る
」
と
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
語
っ
た
。

　
し
か
し
、
検
診
に
は
限
界

も
あ
る
。
子
宮
頸
が
ん
の
中

で
、
特
に
腺
が
ん
（
子
宮
頸

部
の
中
で
分
泌
液
を
出
す
部

位
）の
場
合
は
、前
が
ん
病
変

で
の
発
見
が
難
し
く
検
診
に

よ
る
予
防
が
困
難
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
が
ん
に
な
っ
て
か

ら
の
早
期
発
見
・
治
療
に
重

き
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
さ
ら
に
、
前
が
ん
病
変
や

早
期
が
ん
の
治
療
に
用
い
ら

れ
る
円え

ん

錐す
い

切
除
（
子
宮
口
の

病
変
部
位
を
切
り
取
る
方

法
）
は
、
流
産
・
早
産
の
リ

ス
ク
や
月
経
前
後
の
不
正
出

血
な
ど
の
マ
イ
ナ
ー
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
と
な
り
、
患
者
に

負
担
が
か
か
る
の
だ
。

国
民
が
判
断
で
き
る
情
報
を

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
、
国
民
が
正
し

い
情
報
を
把
握
し
て
い
な
い

と
い
う
の
も
大
き
な
問
題

だ
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
８
月

23
日
に
国
立
国
際
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
講

演
会
の
席
上
、
同
セ
ン
タ
ー

国
際
感
染
症
セ
ン
タ
ー
・
氏

家
無
限
氏
は
、
「
予
防
接
種

の
メ
リ
ッ
ト
は
な
か
な
か
自

覚
さ
れ
に
く
い
が
、
デ
メ
リ

ッ
ト
は
強
調
さ
れ
や
す
い
。

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
特
性
を
理

解
し
た
上
で
、
医
療
従
事
者

や
報
道
関
係
者
が
中
心
的
な

役
割
を
担
い
、
国
民
の
関

心
・
知
識
・
理
解
の
底
上
げ

を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と

語
っ
た
。

　
一
方
、
近
藤
氏
は
先
の
講

演
で
、
「
接
種
率
が
低
い
状

況
が
続
く
こ
と
で
最
も
危
惧

さ
れ
る
の
は
、
婦
人
科
医
の

関
心
の
低
下
、
厚
生
労
働
省

に
よ
る
定
期
接
種
の
取
り
下

げ
、
製
薬
会
社
の
撤
退
な
ど

で
あ
る
。
接
種
が
で
き
な
く

な
る
と
、
困
る
の
は
結
局
、

国
民
だ
」
と
述
べ
た
。

　
今
後
は
、
国
民
が
こ
の
ワ

ク
チ
ン
の
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
を
踏
ま
え
た
上
で
正

し
い
選
択
が
で
き
る
よ
う
、

情
報
提
供
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
北
村
邦
夫
本
会
理
事
長

は
、
「
世
界
で
安
全
性
と
有

効
性
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い

る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
を
め
ぐ
る
わ
が
国
の
憂
慮

す
べ
き
現
状
を
考
え
る
と
、

思
春
期
の
若
者
の
健
康
と
権

利
が
蔑

な
い
が
しろ
に
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
接
種
勧

奨
が
速
や
か
に
再
開
さ
れ
る

こ
と
を
希
望
し
た
い
」
と
語

り
、
国
に
よ
る
接
種
勧
奨
の

再
開
を
訴
え
て
い
る
。

平成28年度 衛生行政報告例

人工妊娠中絶件数
初めて17万件を割る

一日も早いワクチンの積極的接種勧奨の再開を一日も早いワクチンの積極的接種勧奨の再開を

今、あらためて子宮頸がんについて考える

10月11日に本会と女性医療ネットワークが保
健会館新館（東京都新宿区）で開催したセミ
ナーの様子。「今、あらためて子宮頸がんに
ついて考える」をテーマに、メディア関係者
に向けて子宮頸がんにかかることのリスク、
ワクチンの効果などを解説した
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日
本
に
住
む
外
国
人
は
増
加
し

て
お
り
、
父
母
の
ど
ち
ら
か
が
外

国
人
の
出
生
数
は
、
２
０
１
３
年

に
は
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
母
子
保
健
の
現
場

で
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
り
、

対
応
に
困
っ
た
経
験
を
お
持
ち
の

方
、
今
後
の
対
応
に
不
安
の
あ
る

支
援
者
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
母

親
が
ス
ム
ー
ズ
に
育
児
に
移
行
で

き
る
よ
う
、
妊
娠
か
ら
出
産
後
の

支
援
に
つ
い
て
、
支
援
者
が
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
て
活
動
す

る
べ
き
か
、
ま
た
母
親
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か
な

ど
、
現
状
と
課
題
な
ど
の
視
点
か

ら
、
そ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か

り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま

す
。

【
日
時
】
12
月
９
日
㈯
10
時
〜
12

時【
会
場
】
平
和
と
労
働
セ
ン
タ

ー
・
全
労
連
会
館
（
東
京
都
文
京

区
）

【
受
講
料
】
５
４
０
０
円
＋
税

【
講
師
】
五
十
嵐
ゆ
か
り
（
聖
路

加
国
際
大
学
看
護
学
部
准
教
授
）

【
対
象
者
】
保
健
師
・
助
産
師
・

看
護
師
・
保
育
士
・
看
護
教
員
・

養
護
教
諭
な
ど

【
定
員
】
80
人

　
近
年
、
社
会
の
情
報
化
が
進

み
、
短
時
間
で
多
く
の
情
報
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
便
利
に
な
っ
た
反
面
、
誤

っ
た
知
識
や
不
確
か
な
情
報
に
よ

っ
て
、
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
、
多
く
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
は
、
母

子
保
健
・
思
春
期
保
健
分
野
の
指

導
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
た
ち
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際

の
注
意
（
特
に
氾
濫
す
る
性
の
情

報
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
安
全
に
利
用
す

る
た
め
の
留
意
点
な
ど
）
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

　
ま
た
母
子
保
健
分
野
で
は
、
妊

娠
中
や
産
後
の
子
育
て
時
に
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
情

報
を
得
た
ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い

て
、
事
例
を
交
え
、
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
９
日
㈯
13
時
〜
14

時
50
分

【
会
場
】
平
和
と
労
働
セ
ン
タ

ー
・
全
労
連
会
館
（
東
京
都
文
京

区
）

【
受
講
料
】
５
４
０
０
円
＋
税

【
講
師
】
駒
谷
真
美
（
実
践
女
子

大
学
人
間
社
会
学
部
人
間
社
会
学

科
教
授
）

【
対
象
者
】
保
健
師
・
助
産
師
・

月
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

を
指
す
。

　
し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
は
、

日
本
へ
の
渡
航
者
な
ど
に
よ

っ
て
、
海
外
か
ら
持
ち
込
ま

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
近
年
、

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
者
や
、
接

種
後
で
も
免
疫
が
弱
い
人
の

間
で
、
海
外
の
ウ
イ
ル
ス
が

流
行
す
る
こ
と
（
輸
入
症

例
）
が
、
た
び
た
び
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　
岡
部
氏
は
「
日
本
に
入
っ

て
き
て
も
、
感
染
が
広
が
ら

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

麻
疹
の
輸
入
症
例

　
２
０
１
５
年
、
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
日
本
の

「
麻
疹
排
除
」
達
成
を
発
表

し
た
。
「
排
除
」
と
は
、
そ

の
土
地
土
着
の
ウ
イ
ル
ス

（
遺
伝
子
型
に
よ
り
判
別
）

の
流
行
が
な
く
な
り
、
36
か

　
９
月
16
〜
17
日
に
、
鳥
取

県
大
山
町
の
大
山
青
年
の
家

で
、
第
７
回
思
春
期
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
た
（
主
催
＝
日
本

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
ピ

ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

会
、
後
援
＝
本
会
）。本
大
会

は
２
年
に
１
回
開
催
さ
れ
、

今
回
は
鳥
取
大
学
思
春
期
ピ

ー
（
ピ
ア
っ
子
）、養
成
者
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
約
80

人
が
参
加
し
た
。

　
今
回
の
大
会
テ
ー
マ
は
、

「GAINA W
AVE

〜
ピ
ア

の
魅
力
再
発
見
〜
」
。
思
春

期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

活
動
が
日
本
で
始
ま
っ
て
か

ら
20
年
ほ
ど
た
つ
が
、
こ
の

間
に
も
社
会
情
勢
は
変
化

し
、
若
者
た
ち
の
生
活
環
境

や
考
え
方
も
変
化
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
時
代
の
「
大

き
な
波
」
の
中
で
、
若
者
の

人
工
妊
娠
中
絶
や
性
感
染
症

な
ど
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

恋
愛
・
友
情
・
家
族
と
い
っ

た
人
間
関
係
に
も
目
を
向

け
、
自
身
ら
ピ
ア
っ
子
の
存

　
本
会
母
子
保
健
指
導
部
が
主
催
す
る
第
４
７
７
回
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会
が
、

10
月
10
日
に
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
新
宿
区
）
で
開

催
さ
れ
た
。
今
回
は
「
予
防
接
種
の
基
本
的
な
知
識
と
最
新
情
報
」
の
題
で
、
岡
部

信
彦
氏
（
川
崎
市
健
康
安
全
研
究
所
所
長
／
厚
生
労
働
省
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分

科
会
長
）
が
講
義
を
行
っ
た
。

免
疫
を
持
た
な
い
人
を
減
ら

す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ま
ず
定
期
接
種

と
し
て
子
ど
も
た
ち
が
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
だ
。
ま
た
、
大
人
で

も
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
な
ら

ば
、
海
外
へ
行
く
と
き
な
ど

は
、
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
お

い
た
方
が
よ
い
」
と
語
っ

た
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
重
要
性

　
次
に
、
岡
部
氏
は
お
た
ふ

く
か
ぜ
（
ム
ン
プ
ス
）
に
つ

い
て
解
説
す
る
。
現
在
、
お

た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
は
、

無
菌
性
髄
膜
炎
の
副
反
応
リ

ス
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
任

意
接
種
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。

　
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
合
併
症

に
は
髄
膜
炎
や
睾こ

う

丸が
ん

炎
が
あ

る
が
、
ほ
か
に
難
聴
（
ム
ン

プ
ス
難
聴
）
も
挙
げ
ら
れ

る
。
９
月
に
日
本
耳
鼻
咽
喉

科
学
会
が
発
表
し
た
調
査
に

よ
る
と
、
ム
ン
プ
ス
難
聴
の

発
症
は
15
〜
16
年
に
少
な
く

と
も
３
３
６
例
あ
っ
た
と
い

う
。
詳
細
が
明
ら
か
な
３
１

４
例
を
分
析
す
る
と
、
片
側

の
難
聴
が
３
０
０
例
、
両
側

の
難
聴
が
14
例
。
４
段
階
の

程
度
の
う
ち
、
２
番
目
に
重

い
「
高
度
」
（
非
常
に
大
き

い
声
か
、
補
聴
器
を
使
用
し

な
い
と
会
話
が
で
き
な
い
レ

ベ
ル
）
以
上
の
後
遺
症
が
残

っ
て
い
る
割
合
は
、
約
80
％

に
も
上
る
。
発
症
年
齢
は
学

童
期
が
最
も
多
く
、
次
い
で

20
〜
30
歳
代
の
子
育
て
世
代

が
多
か
っ
た
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
岡
部
氏

は
、
「
副
反
応
と
し
て
の
無

菌
性
髄
膜
炎
を
考
え
れ
ば
、

現
在
よ
り
も
安
全
な
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
が
望
ま
れ
る
」
と

し
た
上
で
、
「
確
か
に
現
在

の
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
副
反
応

を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
あ
る
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
ワ
ク

チ
ン
に
よ
る
無
菌
性
髄
膜
炎

は
、
無
治
療
で
回
復
す
る
。

一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

な
い
と
、
重
い
後
遺
症
の
残

る
難
聴
な
ど
の
、
よ
り
大
き

な
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な

る
。
リ
ス
ク
と
メ
リ
ッ
ト
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
現

在
の
ワ
ク
チ
ン
で
も
接
種
を

勧
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
」
と
語
り
、
接
種
の

重
要
性
を
説
い
た
。

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
元
気
セ
ミ
ナ
ー

第
28
回

思
春
期
保
健
ミ
ニ
講
座

第
10
回

12/9
午前

12/9
午後

〜
外
国
人
へ
の
ケ
ア
の
現
状
と
課
題
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
〜

〜
メ
デ
ィ
ア
情
報
と
リ
テ
ラ
シ
ー
〜

セットの受講がお得です！
午前のセミナーを受講した方は、午後の受講料が半額（2,700円＋
税）になります。
どちらもこれからの対応が課題となっているテーマのセミナーです
ので、ぜひ併せてご参加ください！

看
護
師
・
保
育
士
・
看
護
教
員
・

養
護
教
諭
な
ど

【
定
員
】
80
人

ア
サ
ー
ク
ル

「P
eer in 

H
eart

」
が
実

行
委
員
会
を
担

っ
た
。

　
全
国
11
都
県

（
秋
田
、
福

島
、
栃
木
、
群

馬
、
東
京
、
富

山
、
兵
庫
、
徳

島
、
愛
媛
、
鳥

取
、
熊
本
）
か

ら
、
思
春
期
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ

在
意
義
を
あ
ら
た
め
て
考
え

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。

　
講
演
で
は
、
鳥
取
県
福
祉

健
康
部
子
育
て
王
国
推
進
局

局
長
・
木
本
美
喜
氏
が
、
思

春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

と
子
育
て
に
関
す
る
県
の
取

り
組
み
の
連
携
に
つ
い
て
、

自
身
も
ピ
ア
っ
子
と
し
て
活

動
し
て
い
た
江
府
町
役
場
福

祉
保
健
課
保
健
師
・
宮
脇
圭

子
氏
が
、
思
春
期
保
健
に
お

け
る
ピ
ア
っ
子
の
活
動
の
意

義
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
ま

た
、
県
立
喜
多
原
学
園
次
長

兼
指
導
課
長
・
保
坂
葉
子
氏

が
児
童
自
立
支
援
施
設
の
実

態
か
ら
見
え
る
若
者
の
現
状

に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間

も
豊
富
に
設
け
ら
れ
、
１
泊

２
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
、
参
加
者
は
い
ず
れ
も
学

び
、
交
流
を
深
め
た
。

Seminar Information

第
477
回 

母
子
保
健
指
導
員
研
修
会

第
7
回 

思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
全
国
大
会
開
催

予
防
接
種
の
最
新
知
識
を
学
ぶ

ピ
ア
の
魅
力
を
再
発
見
！

岡部信彦氏

全国からピアっ子ら約80人が集まった。
「がいな」とは鳥取の言葉で「大きな」
という意味

本会主催セミナー
のお問い合わせは

03（3269）4785
T E L

F A X
03（3267）2658

本会ＨＰから
WEB申し込み
できます。

JFPA セミナー 検索

かんたん! 詳しい情報も

　ピア活動をしていて、時代の流れととも
に、若者の考えや傾向が変わってきているこ
とを感じています。そこで、日本で思春期ピ
アカウンセラーが始まって約20年という節
目である今大会を機に、一度立ち止まって、
全国のピアっ子と一緒にピアの魅力や活動に
ついて考え、これからのピア活動につなげて
いきたいという思いから企画しました。
　ピアカフェでは〝今の若者に私たちピアっ

実行委員長より

子ができること〞〝ピアの魅力〞というテーマで話し合い、ピアの魅力
を再発見・再認識することができたのではないでしょうか。
　全国ピアでは、各地で活動しているピアっ子が集まります。全国には
たくさんの仲間がいること、ピア活動の中での悩みや壁は自分たちだけ
ではなく全国のピアっ子も同じであることに気付くことができる貴重
な機会です。そんな全国の仲間と共にこれからも途切れることのない
GAINA WAVE（大きな波）を起こし続け、ピア活動をさらに発展さ
せていきます。

第7回思春期ピアカウンセリング全国大会 実行委員長 森内　佳奈
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10
年
間
で
約
６
割
の
増
加

　
入
浴
中
の
事
故
は
特
に
冬

場
に
多
く
、
東
京
都
の
調
査

で
は
、
２
０
１
５
年
の
入
浴

中
死
者
の
47
％
が
、
12
〜
２

月
の
間
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ

れ
ば
、
16
年
中
の
浴
槽
で
の

溺
死
者
数
は
５
６
７
３
人
。

う
ち
９
割
超
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
だ
。
入
浴
中
に
溺
死

す
る
高
齢
者
は
近
年
増
え
て

お
り
、
こ
の
10
年
で
の
増
加

率
は
約
６
割
に
も
上
る
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
、
１
月

に
消
費
者
庁
は
注
意
喚
起
の

声
明
を
出
し
た
。
そ
こ
で
示

さ
れ
た
予
防
策
は
、
「
入
浴

前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖
め

る
」「
湯
温
は
41
度
以
下
、湯

に
漬
か
る
時
間
は
10
分
以
下

に
す
る
」「
浴
槽
か
ら
急
に
立

ち
上
が
ら
な
い
」「
飲
酒
後
・

食
後
す
ぐ
の
入
浴
を
控
え

る
」「
精
神
安
定
剤
・
睡
眠
薬

な
ど
の
服
用
後
の
入
浴
に
注

意
す
る
」「
入
浴
者
は
入
浴
前

に
同
居
者
に
一
声
掛
け
、
同

居
者
は
入
浴
時
間
が
い
つ
も

よ
り
長
い
と
き
に
入
浴
者
に

声
を
掛
け
る
」
の
６
点
だ
。

　
な
ぜ
、
入
浴
事
故
は
冬
に

起
き
や
す
い
の
か
。
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
こ
う
だ
。
冬
場
の
脱

衣
所
は
特
に
寒
く
な
り
や
す

く
、
そ
こ
で
服
を
脱
ぐ
と
、

血
圧
は
急
上
昇
す
る
。
直
後

に
熱
い
湯
に
漬
か
る
と
、
末

梢
血
管
が
拡
張
し
、
今
度
は

血
圧
が
急
下
降
す
る
。
す
る

と
脳
血
流
の
低
下
で
意
識
障

害
が
起
き
、
水
の
中
に
沈
ん

で
も
反
応
で
き
ず
、
そ
の
ま

ま
溺
死
に
至
っ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、
浴
槽
か
ら
急
に
立

　
昨
年
度
、
本
会
が
主
催
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
を
受

講
し
、
本
年
２
月
に
思
春
期
保
健
相
談
士
に
な
ら
れ
た
橋
本
美
佳
さ
ん

よ
り
、
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
思
春
期
保
健
相
談
士
の
皆
さ
ん
の
つ
な
が

り
や
思
い
が
伝
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。 

（
編
集
部
）

ち
上
が
る
と
、
水
圧
の
変
化

で
血
圧
が
さ
ら
に
急
下
降
す

る
た
め
、
水
中
な
ど
に
転
倒

す
る
危
険
性
が
増
す
。

庄
内

よ
い41
℃
ふ
ろ
ジ
ェ
ク
ト

　
入
浴
事
故
対
策
に
特
に
注

力
し
て
い
る
の
が
、
山
形
県

の
庄
内
保
健
所
だ
。
同
保
健

所
は
09
年
、
入
浴
事
故
の
詳

細
を
知
る
た
め
、
管
轄
地
域

の
事
故
実
態
調
査
を
開
始
。

そ
の
結
果
、
事
故
が
寒
い
日

に
起
こ
り
や
す
い
こ
と
や
、

09
年
11
月
〜
12
年
10
月
に
お

け
る
入
浴
事
故
死
者
数
が
交

通
事
故
死
の
４
倍
を
超
す
こ

と
な
ど
が
判
明
し
た
。

　
そ
こ
で
同
保
健
所
は
「
庄

内
41
℃
（
よ
い
）
ふ
ろ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
発
足
。
以
来
、
管

内
の
各
地
で
啓
発
イ
ベ
ン
ト

を
毎
年
行
っ
て
い
る
。
広
報

　
本
会
は
今
秋
、
入
浴
事
故

予
防
の
た
め
の
新
作
指
導
箋

を
発
売
し
ま
し
た
。

　
表
面
は
、
目
を
引
く
大
き

な
イ
ラ
ス
ト
と
、
五
つ
の
予

防
ポ
イ
ン
ト
を
簡
潔
に
紹
介

し
た
、
シ
ン
プ
ル
な
構
成
で

す
。
裏
面
は
、
事
故
の
原
因

や
仕
組
み
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、
理
解
を
深
め
ら
れ

る
内
容
で
す
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
注
意
が
必

要
な
高
血
圧
の
人
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
、
同
じ
く
冬
場
に

事
故
が
起
こ
り
や
す
い
、
ト

イ
レ
の
事
故
予
防
に
つ
い
て

も
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
本
教
材
は
サ
イ
ズ
が
Ａ
３

　
「
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
で
一
緒

で
し
た
よ
ね
？
」

　
８
月
26
〜
27
日
、
宮
崎
市
で
行
わ

れ
た
「
第
36
回
日
本
思
春
期
学
会
総

会
・
学
術
集
会
」
に
一
人
で
参
加
し

た
私
に
、
笑
顔
で
話
し
掛
け
て
く
だ

さ
っ
た
方
が
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー

を
受
講
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方

に
お
会
い
し
て
、
刺
激
を
受
け
て
帰

の
人
に
声
を
掛
け
た
り
、
お
互
い
に

顔
を
見
合
わ
せ
て
「
あ
ー
！
　
元
気

だ
っ
た
？
」
と
喜
び
の
声
を
上
げ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
ど
ん
ど

ん
輪
は
広
が
っ
て
い
き
、
１
対
１
の

「
線
」
で
あ
っ
た
つ
な
が
り
が
、
１

対
多
の
「
輪
」
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
島
根
ま

で
…
。

　
望
ま
な
い
妊
娠
や
子
ど
も
の
貧

困
、
性
教
育
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
立
場
は
違

っ
て
も
「
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ
て

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
と
い
い
ね
」

と
い
う
思
い
、そ
の
た
め
に「
今
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
」「
小

さ
な
こ
と
か
ら
で
も
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
と
真
剣
に
課
題
に
向
き
合
う

思
い
で
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
日
の
夜
に
は
、
自
然
と
仕
事

の
域
を
越
え
た
「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
に
な
り
ま
し
た
。
宮
崎
の
地
鶏

に
舌
鼓
を
打
ち
、
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
た
と
こ
ろ
へ
偶
然
、
北
村
邦
夫

先
生
が
登
場
し
、
一
同
大
興
奮
。
人

の
つ
な
が
り
の
不
思
議
さ
や
縁
の
深

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
教
員
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ

ち
ら
へ
参
加
し
な
か
っ
た
ら
助
産
師

さ
ん
や
保
健
師
さ
ん
な
ど
と
深
く
話

す
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
困
っ
た
と
き
は
教
え
て
ね
」
「
ま

た
会
え
る
と
い
い
ね
」
社
交
辞
令
で

は
な
い
、
温
か
な
言
葉
を
交
わ
し
ま

し
た
。
社
会
に
出
て
か
ら
、
利
害
関

係
な
く
純
粋
に
つ
な
が
れ
る
人
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重

な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
、
家
庭
、
勉
強
、
そ
し
て
お

し
ゃ
れ
や
恋
愛
も
忘
れ
て
い
な
い

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
」
を
実
践
す
る
思
春
期
保
健

相
談
士
の
仲
間
た
ち
に
、
多
く
の
パ

ワ
ー
を
も
ら
う
こ
と
の
で
き
た
２
日

間
で
し
た
。
１
０
０
冊
の
専
門
書
を

読
む
以
上
に
、
こ
う
し
た
つ
な
が
り

が
多
面
的
な
見
方
を
培
い
、
思
春
期

の
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
な
ど
に
関

わ
っ
た
際
に
、
深
い
見
方
や
考
え
方

が
で
き
る
資
質
を
つ
く
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
出
会
い
の
機
会
を
く

だ
さ
っ
た
日
本
家
族
計
画
協
会
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

り
ま
し
た
。
思
春
期
保
健
相

談
士
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出

し
た
仲
間
た
ち
。
「
ま
た
宮

崎
で
会
え
る
か
な
」
と
別
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
の
言

葉
は
社
交
辞
令
も
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
宮
崎
で
の
再
会
。

声
を
掛
け
ら
れ
た
と
き
、
自

然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
同
じ

志
を
持
つ
同
志
の
よ
う
な
懐

か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
、
気
が
付
け
ば
他

　
第
58
回
日
本
母
性
衛
生
学

会
総
会
・
学
術
集
会
が
10
月

６
〜
７
日
、
神
戸
市
で
開
催

さ
れ
た
（
会
長
＝
山
田
秀

人
・
神
戸
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
教
授
）
。

　
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
予
知
予
防
と
心
の
支

え
」
。
山
田
会
長
は
、
一
医

師
と
し
て
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
く
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

全
く
な
い
病
気
と
向
き
合
う

中
で
、
発
症
前
の
予
知
や
予

防
、
説
明
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
そ
し
て
発
症
後
の
心
の

支
え
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た

と
い
う
。
患
者
と
家
族
へ
の

支
援
は
医
療
に
お
け
る
重
要

な
柱
で
あ
り
、
母
性
衛
生
に

関
わ
る
多
職
種
の
協
働
に
よ

っ
て
こ
そ
、
効
果
的
な
支
援

が
可
能
に
な
る
。
会
長
の
こ

の
思
い
か
ら
、
今
回
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
母
子
感
染
、
不
育
症
、

性
差
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

ー
、
虐
待
と
暴
力
、
障
害
と

家
族
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、

子
育
て
支
援
な
ど
、
疾
患
の

理
解
と
、
社
会
的
現
状
お
よ

び
支
援
の
在
り
方
に
焦
点
を

当
て
て
組
ま
れ
た
。

　
北
村
邦
夫
本
会
理
事
長
が

座
長
を
務
め
た
教
育
講
演

「
生
殖
医
療
に
お
け
る
ケ
ア

と
倫
理
」で
は
、柴
原
浩
章
・

兵
庫
医
科
大
学
産
科
婦
人
科

教
授
が
、
不
妊
・
不
育
の
状

況
や
、
検
査
へ
の
不
安
や
戸

惑
い
の
問
題
、
親
族
か
ら
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
へ
の
対
応
な

ど
、
不
妊
医
療
特
有
の
問
題

を
語
っ
た
。

　
筆
者
が
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
不
妊
外
来
に
通
院
し
て

い
る
方
々
は
す
で
に
頑
張
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

診
察
室
か
ら
の
帰
り
が
け
に

「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

声
を
掛
け
る
こ
と
や
、
病
気

で
は
な
い
の
に
「
お
大
事

に
」
と
送
り
出
す
こ
と
、
Ａ

Ｉ
Ｈ
（
配
偶
者
間
人
工
授

精
）
後
の
受
診
日
の
予
約
を

「
次
の
月
経
中
」
と
説
明
す

る
こ
と
な
ど
と
い
っ
た
、
心

理
的
配
慮
を
欠
い
た
対
応
に

再
考
を
訴
え
た
こ
と
だ
。
ま

た
、
不
妊
医
療
で
求
め
ら
れ

る
倫
理
的
な
判
断
に
つ
い

て
、
柴
原
教
授
は
、
技
術
的

に
可
能
な
こ
と
と
法
律
が
一

致
し
て
い
な
い
現
状
を
指

摘
。
国
に
よ
る
法
的
ル
ー
ル

の
作
成
が
待
ち
望
ま
れ
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
た
。

　
本
会
か
ら
は
、
筆
者
が
一

般
演
題
「
婚
姻
関
係
に
あ
る

男
女
の
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
化
が

さ
ら
に
進
む
」
「
日
本
人
女

性
が
男
性
主
導
の
避
妊
法
を

変
え
ら
れ
な
い
の
は
？
」
の

２
演
題
を
発
表
し
た
。

　
来
年
の
総
会
は
10
月
19
〜

20
日
、
新
潟
市
中
央
区
の
朱

鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る

（
会
長
＝
高
桑
好
一
・
新
潟

大
学
医
歯
学
総
合
病
院
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

教
授
）
。

（
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

部
長
　
杉
村
由
香
理
）

媒
体
は
多
様
で
、
ポ
ス
タ
ー

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
不
定
期
紙
「
に
ゅ
う
よ

く
た
い
む
ず
山
形
」
を
発

行
。
全
国
初
の
入
浴
事
故
予

防
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
、
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
の
制
作
な

ど
、
ウ
ェ
ブ
媒
体
も
積
極
的

に
活
用
し
て
い
る
。

　
同
保
健
所
担
当
者
は
活
動

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、

「
住
民
に
正
確
な
知
識
を
お

伝
え
す
る
こ
と
。
地
区
の
調

査
を
基
に
、
件
数
な
ど
具
体

的
な
数
字
を
紹
介
す
る
と
、

身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
ら

れ
、
予
防
法
な
ど
に
も
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
」
と

語
っ
た
。

判
な
の
で
、
全
体
的
に
文
字

や
イ
ラ
ス
ト
が
大
き
く
、
高

齢
者
へ
の
指
導
時
、
便
利
に

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

【
タ
イ
ト
ル
】

「
入
浴
事
故
に
ご
用
心
！
」

【
監
修
】
樗

ち
し
ゃ

木き

晶
子
（
九
州

大
学
医
学
研
究
院
教
授
）

【
仕
様
】
Ａ
３
ペ
ラ
／
１
セ

ッ
ト
50
枚
入
り
／
表
カ
ラ

ー
・
裏
２
色
刷

【
価
格
】
１
セ
ッ
ト
１
３
０

０
円
＋
税（
数
量
割
引
あ
り
）

　
見
本
の
送
付
を
ご
希
望
の

方
は
、
送
付
先
と
タ
イ
ト
ル

を
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

思
春
期
保
健
相
談
士
／

高
等
特
別
支
援
学
校
教
諭

橋
本
　
美
佳

宮崎市で再会した思春期保健相談士たち
（左から北村本会理事長、橋本さん）

新作教材 でかメモ
「入浴事故にご用心！」

思春期保健相談士がつながり
 多面的な価値観を培う

第58回

日
本
母
性
衛
生
学
会
総
会
開
催

冬
季
に
増
え
る

 
高
齢
者
の
入
浴
事
故
死



　
本
会
で
は
、
東
京
都
の
委
託
事
業
と
し
て
、
１
９
９
７
年
か
ら
「
東
京
都
不
妊
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
。
２
０
１
２
年
９
月
に
は
「
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
と
名
称
を
変
更
し
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
開
設
か
ら
20
年
間
に
わ
た
る
相
談

実
績
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
相
談
件
数
は
、
１
９
９
７
年
１
月
か
ら
２
０
１

６
年
12
月
末
の
20
年
間
で
実
に
１
万
３
４
１
７
件
を
数
え
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
の

間
相
談
に
関
わ
っ
て
き
た
６
人
の
相
談
員
の
率
直
な
声
と
共
に
本
事
業
の
実
績
を
紹

介
し
た
い
。 

（
本
会
理
事
長
／
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
　
北
村
邦
夫
）

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

開
設
前
夜

　
実
は
、
こ
の
事
業
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
１
９
９
５
年
に
中
国
・

北
京
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回

世
界
女
性
会
議
に
あ
っ
た
。

そ
の
会
場
で
見
た
光
景
を
今

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

　
日
本
の
自
助
グ
ル
ー
プ

「
フ
ィ
ン
レ
ー
ジ
の
会
」
か

ら
参
加
し
て
い
た
女
性
が
、

「
私
は
不
妊
の
女
。
そ
れ
が

何
か
？
」
と
書
か
れ
た
Ｔ
シ

ャ
ツ
を
身
に
着
け
て
会
場
内

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

開
設
初
日

　
１
台
の
受
信
機
を
設
置
し

て
「
東
京
都
不
妊
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
開
設
し
た
の
が
97

年
１
月
７
日
。
10
時
か
ら
16

時
ま
で
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

取
材
も
重
な
り
て
ん
や
わ
ん

や
の
大
騒
動
。
開
設
初
日
の

相
談
件
数
は
15
件
に
過
ぎ
な

か
っ
た
が
、
ア
ク
セ
ス
数
は

驚
く
な
か
れ
４
千
件
を
超
え

て
い
た
こ
と
が
後
の
調
査
で

判
明
し
た
。
と
は
い
え
、
受

信
機
を
一
挙
に
増
設
す
る
こ

　
帰
国
後
に
、
報
告
会
が
開

催
さ
れ
た
と
き
、
筆
者
は
初

め
て
赤
城
恵
子
さ
ん
（
現
在

本
会
の
相
談
員
）
と
出
会
う

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
席

上
、
赤
城
さ
ん
の
口
か
ら

「
結
婚
し
て
い
る
間
は
不
妊

な
の
だ
け
れ
ど
、
離
婚
し
た

途
端
に
不
妊
で
な
く
な
る
」

と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。
不

妊
治
療
が
日
進
月
歩
の
時

代
。
治
療
し
た
も
の
の
、
妊

娠
・
出
産
に
至
ら
な
い
方
々

の
受
け
皿
が
必
要
だ
と
真
剣

に
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
96
年

20
年
で
不
妊
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
何
が
ど
う

変
わ
っ
た
か

　
相
談
件
数
の
推
移
を
見
る

を
闊か

っ

歩ぽ

し
て
い
た
の
だ
。
旧

約
聖
書
に
も
あ
る
よ
う
に

「
産
め
よ
、増
え
よ
、地
に
満

ち
よ
」
と
求
め
ら
れ
た
女
性

た
ち
。
と
な
る
と
、
子
ど
も

が
で
き
な
い
女
性
と
い
う
の

は
、
先
進
国
だ
け
で
な
く
、

途
上
国
の
人
た
ち
に
と
っ
て

も
深
刻
な
問
題
で
も
あ
る
わ

け
で
、
自
分
が
不
妊
で
あ
る

こ
と
を
公
言
し
て
は
ば
か
ら

な
い
彼
ら
の
行
動
力
に
、
参

加
者
か
ら
の
注
目
が
集
ま
っ

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

度
事
業
と
し
て
東
京
都
が

「
生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健

康
支
援
事
業
」
を
始
め
る
と

い
う
情
報
が
入
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
不
妊
専
門
相
談
セ

ン
タ
ー
事
業
が
組
み
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
会

は
、
い
ち
早
く
手
を
上
げ
、

「
東
京
都
不
妊
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
東

京
都
に
は
、
医
師
や
看
護
職

な
ど
医
療
従
事
者
で
は
な

く
、
不
妊
の
当
事
者
相
談
と

し
た
い
と
申
し
出
、
了
承
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
も
か
な
わ
ず
、以
降
、今
日

ま
で
２
台
の
受
信
機
を
置
い

て
相
談
に
当
た
っ
て
い
る
。

と
、
２
０
０
２
年
ま
で
は
年

間
千
件
近
く
を
推
移
し
て
い

た
が
、
03
年
に
７
０
０
件
余

り
と
な
り
以
後
、
減
少
を
続

け
、
09
年
に
は
３
６
１
件
と

過
去
最
低
に
な
っ
た
（
図

１
）
。
そ
の
後
は
、
相
談
件

数
が
わ
ず
か
に
増
加
傾
向
を

示
し
、
16
年
に
は
４
８
５
件

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
相
談
件
数
の

減
少
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
可
能
性
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
不
妊

相
談
員
養
成
が
積
極
的
に
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
あ
る
。

当
時
は
、
生
殖
革
命
と
も
言

え
る
体
外
受
精
・
胚
移
植
を

は
じ
め
と
し
た
高
度
生
殖
医

療
技
術
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
医
療

の
恩
恵
を
受
け
て
妊
娠
・
出

産
に
ま
で
至
っ
た
不
妊
患
者

と
そ
う
で
な
い
患
者
と
の
間

に
、
「
産
め
た
人
」

　ホットラインの相談員となって丸12年となりまし
た。相談内容が大きく変化したと感じている点を二つ
挙げます。
　まず治療以外の相談の傾向です。私が参加した頃
は、開設当初ほどではないにしても、まだ「姑から早
く子どもを産めと言われた」「親戚から子どもはまだ
かと言われた」といった、親、義両親、親戚からの言
葉に傷ついたという内容の電話がありました。正月や
お盆休み明けには特に多かったものです。しかし、こ
こ数年は年に数件あるかないか程度に激減したという
のが実感です。
　一方で、インターネット上の書き込みの影響を語る
方が増えました。医学的な根拠に欠けた個人の経験談
を読みあさって、「何を信じたらいいのか分からなく
なった」と迷う方。自分と似た症例で、妊娠・出産に
至った人がいないか、その人がどのように治療したの

　「子どもを産まないと女性として半人前」「自分には価値
がない」等々、不妊を抱える女性の悩みは、依然としてなく
なっていません。私自身が不妊の現役だった頃の悩みと今も
悩みの質が変わっていないということは、不妊を取り巻く環
境が何も変わっていないということなのかもしれません。
　その上、子どもの数は２人が普通で、仕事もしたいし、手
に入れたいものもどんどん増えている。手に入らなくて悩む
ことの数は、増えているのだと思います。
　不妊に対して夫婦で同じ気持ちになれない、というのも、
相談当初から変わっていませんが、男性からの相談は増えた
と感じます。男性の相談内容も以前は聞きたいことだけ聞い
てすぐに切れるというものがほとんでしたが、最近は子ども
ができないことで妻が苦しんでいるのを見るのがつらい、ど
んな言葉を掛けたらいいか教えてほしい、という相談も多く
なりました。
　また、排卵予定日に合わせた「カレンダーセックス」に対
する愚痴など、うまくいかない性生活への気持ちを話す男性
も増えたように思います。ある男性は「排卵日が妻にとって
どんどん特別な日になっていて、自分は必ずセックスを成功
させなければ！とプレッシャーを感じるが、努力している妻
に対してプレッシャーをかけないでくれと言えない。自分を
格好良く見せたいのもあって、つい妻に、頑張っているね、
など逆のことを言ってしまう」と話されました。男性が自分
の心情を語るのに抵抗が少なくなってきたように思います
が、男性の友人などには相談できない、妻には分かってほし
いが自分からは言い出しにくい、という話も多くあります。
　夫婦間のコミュニケーション以上に難しくなっているの
が、医療者との関係だと思います。目の前の医師の言葉より
もネットの情報をかたくなに信じている。主治医が忙しそう
だから質問できないのではなく、主治医に質問したくない、
と発言する人もいます。
　20年前は、不妊治療のことが分からなくて医師とうまく
やりとりできないケースが多くありましたが、最近はいろい
ろ調べ過ぎて医師との関係が悪くなっているケースが増えて
いるように思います。

　相談員を始めて１年ほどになります。印象に残って
いるのが、仕事と不妊治療の両立に悩む女性たちから
の相談です。「（治療が）うまくいかないのは私が仕
事を優先しているから…」「同僚にも迷惑をかけてい
るし、いっそ辞めた方が…」という悩み。また、実際
に仕事を辞めて「治療に専念」しているという方も複
数いらっしゃいました。
　現実問題として、責任ある仕事をしながら治療を続
けるのは難しいことだと思いますし、わが子を妊娠し
たい、という切実な願いから仕事を辞められた方の決
断を非難することはできません。
　相談者の自己決定を尊重することは大切ですが、や
りがいを感じていながら「仕事を辞めるべきか」で悩
んでいる方に対しては、「ちょっと待って」とストッ

かを探して、何時間もネットサーフィンを続けてしま
う方。ネット上の書き込みの表現に悩む声が多く寄せ
られるようになりました。
　もう一点は、なかなか妊娠しない現実に対して、自
分を責める方が減ったことです。かつては、「子ども
を産めない自分は女性失格ではないか」「夫や両親に
申し訳ない」と語る声が多くありました。それに対し
て、不妊という状況にあっては落ち込んで当然、それ
ほどつらいことなのだ、とお伝えしていました。話せ
る場があることを知って「楽になった」と言う方も少
なくありませんでした。
　最近では、不妊治療が長引いても、自己嫌悪に陥る
と訴える方はとても減りました。「まだ何かいい方法
があるはずだ」「医師の判断が悪いのではないか」
「もっと腕のいい培養士がいるはずだ」と批判の目を
外に向ける方が目立って増えています。以前はほとん
ど聞かれなかった傾向です。不妊治療のつらさについ
ては、そうした不満・不安を聴いてもらえたと実感し
てから初めて話し出したり、全く言及しない方も増え
ています。

プをかけています。やりがいのある仕事を手放して、
不妊治療がうまくいかなかったら。治療にかかる膨大
な費用。治療が成功した場合、子どもを抱えての再就
職の難しさ、等々。冷静に考えればできる限り仕事は
手放さない方が“お得”なのです。それなのに、仕事
を辞めざるをえないような追い詰められた心境になっ
てしまうのは、妊娠より仕事を優先することに対する
罪悪感も関係しているように見えるのです。
　多様な価値観や生き方が認められていいはずなの
に、女として生まれたからには、あらゆる犠牲を払っ
てでも産む努力をするべきだという、「産む性」とし
ての重圧、母性神話が、外的な圧力としてだけではな
く、当の女性の中にも根強く存在していることを感じ
ます。
　妊娠を望む女性が仕事を続けながら不妊治療を受け
られる制度の広がりを願うとともに、私自身を含めて
女性たちが自分たちを苦しめる母性神話から自由に生
きられるようになることを望みます。

男性からの相談の増加自責する女性の減少

母性神話から自由に

関口　淳子（相談員歴20年）小島　章子（相談員歴12年）

渡辺　佐和子（相談員歴１年）

図１　 東京都不妊・不育ホットライン　相談件数の
年次推移（1997年 1月～2016年12月末）

図２　 相談者の年齢分布の推移
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の20年間～何がどう変わったか～
20
年
の
振
り
返
り
と
相
談
員
の
声

（　）家 　 族 　 と 　 健 　 康 4（第764号） 平成29年（2017年）11月 1 日



ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
か
ら

の
成
果
物
も

　
１
９
９
６
年
か
ら
４
年
間

に
わ
た
っ
て
、
厚
生
科
学
研

究
（
子
ど
も
家
庭
総
合
研
究

事
業
）
と
し
て
、
「
わ
が
国

に
お
け
る
生
殖
補
助
医
療
の

実
態
と
そ
の
在
り
方
」
（
主

任
研
究
者
・
矢
内
原
巧
）
に

参
加
し
た
。
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

が
11
年
を
経
過
し
た
と
き
に

発
行
し
た
の
が
「
不
妊
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
Ｑ
＆
Ａ
」
。
50
の

Ｑ
＆
Ａ
と
六
つ
の
コ
ラ
ム
か

ら
な
っ
て
い
る
。

　
東
京
都
受
託
の
不
妊
に
関

す
る
普
及
啓
発
事
業
の
一
環

と
し
て
作
成
し
た
の
が
「
い

つ
か
子
供
が
欲
し
い
と
思
っ

て
い
る
あ
な
た
へ
」
。
第
１

刷
は
２
０
１
０
年
だ
が
、
13

年
に
は
一
部
改
訂
さ
れ
「
実

は
身
近
な
不
妊
の
話
」
が
加

わ
っ
た
。

　
「
Dr
北
村
の
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
（http://
www.jfpa-clinic/org

）

か
ら
無
料
で
閲
覧
で
き
る
。

＊
＊
＊

◆ 

東
京
都
　
不
妊
・
不
育
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
03（
３
２
３
５
）７
４
５
５

（
火
曜
日
　
10
〜
16
時
）

相
談
者
の
年
齢
、

35
歳
以
上
が
５
割
を

超
え
る

　
こ
の
20
年
間
を
５
年
ご
と

に
区
切
っ
て
相
談
者
の
年
齢

分
布
を
見
る
と
、
35
歳
以
上

に
明
ら
か
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
の
が
分
か
る
（
図
２
）
。

わ
が
国
に
お
い
て
、
10
組
に

１
組
が
不
妊
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
久
し
い
。

　
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
で

は
、
15
年
６
月
に
、
不
妊
の

定
義
を
「
生
殖
年
齢
の
男
女

が
妊
娠
を
希
望
し
、
避
妊
す

る
こ
と
な
く
１
年
ほ
ど
性
生

活
を
行
っ
て
い
る
の
に
妊
娠

し
な
い
場
合
」
と
改
め
た

が
、
こ
れ
も
、
晩
産
化
に
よ

り
女
性
が
妊
娠
す
る
年
齢
が

上
昇
。
夫
婦
が
早
期
に
適
切

な
不
妊
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
だ
と
い
う
配
慮
か
ら

の
改
訂
と
な
っ
た
。

　
一
般
的
に
は
、
妊
娠
を
希

望
し
て
１
年
で
80
％
、
２
年

で
90
％
が
妊
娠
す
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
現
在
、
数
十
万

カ
ッ
プ
ル
が
不
妊
治
療
を
受

け
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

相
談
内
容
に
も

時
代
の
流
れ

　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
は
、
相

談
内
容
に
つ
い
て
「
知
り
た

い
情
報
」
「
治
療
に
つ
い

て
」
「
治
療
外
の
こ
と
」
と

３
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
選

択
肢
を
設
け
て
い
る
（
表
１

〜
３
）
。
20
年
間
で
一
番
多

か
っ
た
の
は
、
「
治
療
へ
の

と
「
産
め
な
い
人
」

と
い
う
差
別
化
が
深
刻
に
な

っ
て
お
り
、
治
療
施
設
で
の

患
者
に
寄
り
添
っ
た
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
必
要
性
が
徐
々

に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
本
会
主
催
の
「
不
妊
相
談

セ
ミ
ナ
ー
」
は
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
開
設
の
翌
年
１
９
９
８
年

２
月
か
ら
２
０
０
４
年
３
月

ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
、
全
国

の
主
と
し
て
不
妊
治
療
施
設

か
ら
合
計
５
０
０
人
余
り
の

参
加
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

日
本
不
妊
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

学
会
な
ど
が
、
不
妊
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
体
外
受
精
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
を

続
け
て
お
り
、
認
定
者
は
千

人
を
超
え
た
と
聞
い
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
会
の
不

妊
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
わ
が
国

に
け
る
不
妊
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
発
展
に
先
駆
的
な
役
割

を
果
た
し
た
が
、
治
療
施
設

な
ど
で
の
相
談
事
業
が
拡
大

す
る
中
、
相
談
件
数
の
分
散

化
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。

迷
い
」（
23
・
０
％
）
で
、
続

い
て
「
自
分
自
身
の
こ
と
」

（
18
・
１
％
）、「
不
妊
へ
の
不

安
」（
14
・
０
％
）、「
病
院
情

報
」（
12
・
１
％
）、「
病
院
へ

の
不
満
」（
11
・
４
％
）の
順
。

減
少
傾
向
に
あ
る
の
は
「
病

院
情
報
」「
不
妊
へ
の
不
安
」

な
ど
が
目
立
っ
て
い
る
。
増

加
し
て
い
る
の
が
、
「
体
外

受
精
／
顕
微
授
精
」
「
夫
と

の
こ
と
」
。
直
近
の
５
年
間

で
は
「
不
育
症
」
が
12
・
１

％
と
急
増
し
て
い
る
。

　数年前までは「30代後半から40代になると妊娠・出
産が難しくなるなんて知らなかった」とおっしゃる方が
少なからずいましたが、今はそういう方は少なくなった
ように思います。高齢妊娠の難しさは「情報としては」
知っている、でも、現実問題として結婚年齢が遅くなっ
ていて、40歳前後で結婚、それからすぐに妊活を始め
たが、なかなかうまくいかない、どうすればいいか、と
いうご相談が増えているように思います。
　またこれに多少関係するかもしれませんが、「待てな
い」方が増えている印象があります。すぐに情報が欲し
い、すぐに答えが得られないとイライラする、というよ
うなケースです。この情報社会ですから、調べようと思
えば不妊・不育の情報も溢れています。しかしその情報
の洪水の中で、自分に必要な情報をうまく取捨選択でき
ず、ホットラインに電話をかけてくる。ここなら自分の
求めている情報をくれるだろうと期待して。でも必ずし

問われる電話相談の在り方実母や夫が代わりに相談

不妊への知識不足
田中　さとみ（相談員歴５年）

佐々木　良枝（相談員歴10年）小林　美貴（相談員歴14年）

　一番に思いつくのは、相談者の年齢が上がったことです。か
つては40歳が治療のやめ時の目安でしたが、現在は40代以上
で治療をしている方が増えました。40代になってから治療を
始めた方も多いです。結婚が遅かったので、とおっしゃる方も
います。
　かつては40代でまだ治療をしているという方は少なく、ど
こか後ろめたい思いがあったのでしょうか、当時30代で声が
高い私は、「年下でしょ？　年下の相談員に相談したくないか
ら年上の人に代わって」と言われてしまうこともありました。
　また、当時は治療中だった方が治療を諦め、その後の「子ど
ものいない人生」と向き合い、何年にもわたって電話をくださ
るので、50代の相談者もいます。最近は甥や姪が結婚したと
いう話題もあり、今後は孫自慢する友人の話題などが出るのか
もしれません。
　次に思いつくのは、当事者の女性ではなく、実母や夫が「妻
や娘の代わりに」電話してくる方が増えました。以前は実母が
「なかなか娘が妊娠しない」と母の立場で電話をかけてきたの
で「娘さん夫婦の気持ちや考えを尊重して見守ってあげてくだ
さい。相談されたときは力になってあげてください」と答えて
いましたが、現在は「娘が仕事でかけられないから」と頼まれ
て代わりにかけたと言って情報などを聞くお母さんがいます。
　治療内容を細かく実母に報告し相談している様子で、以前は
なかったと思いました。また、夫も「妻に頼まれて」と妻の代
わりにかけてくる人が増えたという印象があります。以前より
も、不妊治療が妻一人で抱え込むということがなくなってきて
いるのだと感じました。
　インターネットが普及し、情報が手に入りやすくなったこと
もあり、こちらへの相談件数は確実に減っています。不妊や不
育の治療には、まだ分からないことや個人差があるものもある
のですが、気になることはすぐにインターネットで調べられる
ので、調べられないこと・未解明なことや曖昧なことに対して
「教えてもらいたい」と電話をしてきて、こちらでもそれは分
からない・答えられないと告げると「はっきり即答してくれな
い」と怒る方がいます。
　不妊ホットラインから不妊・不育ホットラインに変わりまし
たが、不育の方は不妊の方より「妊娠できる」意識が高いた
め、心理的なことや共感というものより情報が欲しくて電話を
してくる方が多いので、このような傾向が強いと感じます。
「心理的サポートならいらない」と言われたこともありました。

　約５年前に不妊ホットラインの相談員になりました。
最初に驚いたのは、その昔であれば、不妊治療のやめ時
だった35歳以降から相談をしてくる人が非常に多いこ
とでした。
　その年齢になるまで不妊に関する知識がほとんど皆無
であることにも驚きました。世の中に不妊で悩んでいる
女性がいることはボンヤリ知っていても「今の時代は医
療が進んでいるから、少し治療すれば簡単にできるだろ
う」と思っている女性がどれだけ多いことか。有名人が
ブログで「不妊治療成功・出産」と発表していること
で、不妊治療を簡単に捉えている若い女性が多いことは
残念です。
　今の女性たちはアンチエイジング意識が高く、外見の
若々しさには一生懸命ですが、「外見の若々しさ」に自
分自身が勘違いをしていて「こんなに若々しいのだから
40代でも楽に出産できるだろう」と思われているよう
です。生殖機能の衰えなど少しも気にしていません。

もそうでないことも多い（医療相談ではないこと、白黒
つけ難い内容も多いこと、など）ので、ガッカリされた
り、「ここは何の相談なのか」と声がややこわばったり
されることが増えた気がします。
　さらには、知りたい情報だけ聞いたら電話を切る、と
いう方。お電話をいただいた方には、個人を特定されな
い範囲の基本情報（お住まいの都道府県、年齢、この電
話を何で知ったか、仕事の有無、等々）をお聞きしてい
ますが、こちらがそれを聞く前にすぐに電話を切る、あ
るいは、聞いている途中で唐突に電話を切るなど、以前
はなかったことを経験するようになりました。まるで、
インターネットで必要な情報が取れたら、すぐに回線を
切るような、そんな感じがします。
　以前は、情報提供だけの電話であっても、もっと情緒
の応答があったような印象がありますが、ネット社会、
スマホ全盛のこの時代ならでは、ということでしょう
か。もちろん今でも、不妊・不育のつらさに、ピアとし
てお気持ちに寄り添ってじっくりお話を伺えることも多
くありますが、これからの電話相談の在り方は変わらざ
るを得ない過渡期を迎えているのかもしれません。

　また、先日の相談では延々と日本の不妊治療について
不満を述べる方もいました。「40代で体外受精を繰り
返しても妊娠せず、原因は卵子の衰えだから卵提供を受
けようと決意。外国で受けられるところをインターネッ
トで探してすでに予約済だが、日本で生活している間の
胚移植前後の状態を診てくれる病院が全然見つからなく
て苦労した」と泣いていました。
　今の時代はインターネットで誰もが何でも調べられる
時代。患者個人が外国での卵提供の予約まで一気にして
しまえるものなのか！と思い、「生まれてくるお子さん
に対して出自のことなどは考えていますか？」と聞くと
「それは分かっています！」と。
　余計なことを言うな、というような反応でした。相談
員になった５年前に比べると「結婚してから一度もセッ
クスが成功したことがないので不妊治療を受けたい」と
の相談が、女性からだけでなく男性からも多くなってい
るのも実感します。「腟内射精ができなくて、どうした
らいいのか分からない」という同じ相談内容でも、やは
り男女間で「セックス」「治療」「子ども」「夫婦の関
係」について微妙に温度差があるのだな、と感じること
もあります。

全　体 1997～
2000年

2001～
2004年

2005～
2008年

2009～
2012年

2013～
2016年

合　計 13,417 4,341 3,751 1,988 1,573 1,764
病院情報 12.1 14.9 13.2 9.6 10.2 7.8
体外受精／顕微受精 9.4 6.0 8.4 12.7 12.0 13.5
検査 7.5 9.4 6.3 8.1 6.7 5.5
月経・基礎体温など 5.6 5.6 7.4 5.9 3.9 2.9
薬 5.5 6.5 6.4 6.6 3.1 2.5
セックス 4.0 3.1 4.4 3.5 6.0 4.1
不育症 3.5 3.0 1.8 1.6 1.5 12.1
ＡＩＨ 3.1 3.4 2.9 4.2 2.4 2.2
男性不妊 2.7 2.9 2.7 2.3 2.5 2.6
内膜症・筋腫など 1.4 1.4 1.5 2.1 0.6 1.1
ＡＩＤ 1.1 1.1 1.3 0.8 1.3 0.5
助成金について 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 4.6
代理母・卵提供 0.4 0.4 0.6 0.3 0.3 0.3
流産 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0
その他 8.6 7.5 7.5 10.4 12.7 7.9

表１　「知りたい情報」の推移

全　体 1997～
2000年

2001～
2004年

2005～
2008年

2009～
2012年

2013～
2016年

合　計 13,417 4,341 3,751 1,988 1,573 1,764
治療への迷い 23.0 25.8 25.7 22.3 16.6 16.6
不妊への不安 14.0 15.3 15.3 14.2 12.0 9.7
病院への不満 11.4 12.0 10.4 12.7 10.3 11.5
費用 1.6 1.0 1.0 2.0 3.1 2.5
仕事との両立 1.0 0.7 0.6 0.6 1.7 2.4
治療のやめ時 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9
その他 1.5 1.2 1.4 1.9 1.3 2.3

表２　「治療について」の推移

全　体 1997～
2000年

2001～
2004年

2005～
2008年

2009～
2012年

2013～
2016年

合　計 13,417 4,341 3,751 1,988 1,573 1,764
自分自身のこと 18.1 22.0 15.6 18.5 16.8 14.9
夫とのこと 9.2 6.8 6.4 12.9 13.7 13.2
周囲との人間関係 9.2 6.5 8.9 11.1 14.0 9.7
子どものいない人生 2.4 1.2 2.3 4.2 3.4 2.7
妊娠・出産・育児 1.1 1.2 1.5 1.0 0.6 0.5
２人目不妊 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9
養子 0.3 0.3 0.5 0.2 0.3 0.2
娘・息子のこと 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2
その他 2.2 1.5 1.9 3.4 3.8 2.1

表３　「治療外のこと」の推移

（
↙
）
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９
０
０
人
に
増
え
た
と
推
計

さ
れ
る
。

　
一
方
、
県
内
で
14
年
度
に

通
院
・
入
院
に
よ
り
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
の
治
療
を
受
け

て
い
る
者
は
５
０
０
人
余

り
。
推
定
さ
れ
る
患
者
数
に

比
べ
、
治
療
の
手
が
行
き
届

い
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。

　
そ
こ
で
14
年
６
月
、
県
は

全
国
の
自
治
体
で
初
め
て
ア

ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
を

予
算
化
。
こ
れ
に
は
断
酒
会

（
酒
害
者
ら
に
よ
る
自
助
グ

ル
ー
プ
）
に
所
属
し
、
自
身

も
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
あ

っ
た
県
議
会
議
員
が
、
ア
ル

コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本

法
成
立
に
当
た
り
、
県
と
し

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
知

事
へ
答
弁
を
求
め
た
こ
と
が

大
き
く
働
い
た
。

　
そ
し
て
、
国
の
ア
ル
コ
ー

ル
健
康
障
害
対
策
推
進
基
本

計
画
を
待
た
ず
、
16
年
３
月

に
県
と
し
て
の
推
進
計
画
を

策
定
し
た（
図
）。同
年
５
月

に
は
渡
辺
病
院
が
ア
ル
コ
ー

全
国
初
の
予
算
化

　
厚
生
労
働
省
の
研
究
班
の

推
計
に
よ
る
と
、
全
国
の
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
患
者
数

は
、
２
０
０
２
年
に
約
80
万

人
、12
年
に
は
、１
０
９
万
人

に
上
り
、
10
年
間
で
30
万
人

　
「
受
動
喫
煙
」
と
い
う
言

葉
が
一
般
化
し
て
久
し
い

が
、
近
年
は
「
三
次
喫
煙
」

と
い
う
言
葉
が
新
た
に
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
喫
煙
者
自
身
が
た
ば
こ
の

煙
を
吸
い
込
む
こ
と
を
「
一

次
喫
煙
」
、
喫
煙
者
が
吐
き

出
し
た
煙
（
呼
出
煙
）
や
、

た
ば
こ
の
燃
焼
部
か
ら
立
ち

上
る
煙
（
副
流
煙
）
を
周
囲

の
人
が
吸
う
こ
と
を
「
二
次

喫
煙
」
と
い
う
。
で
は
、

「
三
次
喫
煙
」
と
は
ど
ん
な

も
の
だ
ろ
う
か
。

　
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る

有
害
物
質
は
、
衣
服
や
髪
の

毛
、カ
ー
ペ
ッ
ト
、ソ
フ
ァ
、

車
内
な
ど
に
付
着
し
て
残

る
。
煙
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ら
に
付
着
し
た
有

害
な
物
質
を
吸
う
こ
と
を

「
三
次
喫
煙
」
と
い
う
の

だ
。
こ
の
三
次
喫
煙
も
、
受

動
喫
煙
に
含
ま
れ
る
。

　
特
に
注
意
が
必
要
な
の

は
、
乳
幼
児
が
い
る
家
庭

だ
。
小
さ
な
子
ど
も
は
床
や

ソ
フ
ァ
と
顔
の
距
離
が
近

く
、
ま
た
大
人
よ
り
呼
吸
数

も
多
い
た
め
、
三
次
喫
煙
の

被
害
を
よ
り
受
け
や
す
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
乳

幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
）
に
つ
い
て
も
、
受
動

喫
煙
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ

　
11
月
10
〜
16
日
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週
間
。
こ
れ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
を
は
じ
め
、
多
量
飲
酒
、
未
成
年
や
妊
婦
の
飲
酒
な
ど
の
不
適
切
な
飲
酒
に
よ

り
、
心
身
の
健
康
を
害
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
期
間

で
あ
る
。
全
国
に
先
駆
け
て
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
を
打
ち
出
し
た
鳥
取
県
の
取
り
組
み

を
、
県
の
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
支
援
拠
点
機
関
・
渡
辺
病
院
副
院
長
で
、
相
談
支
援

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
山
下
陽
三
氏
に
伺
っ
た
。

ル
健
康
障
害
支
援
拠
点
機
関

に
指
定
さ
れ
、
取
り
組
み
の

中
心
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
支
援
拠
点
機
関
の
主
な
役

割
は
、
①
困
っ
て
い
る
人
々

へ
の
相
談
・
介
入
、
必
要
時

の
専
門
治
療
②
地
域
で
の
普

及
啓
発
、
保
健
・
医
療
従
事

者
等
へ
の
研
修
事
業
③
各
医

療
圏
内
の
機
関
連
携
強
化
と

調
整
④
自
助
グ
ル
ー
プ
へ
の

つ
な
ぎ
と
活
動
支
援
―
で
あ

る
。

　
こ
の
支
援
拠
点
機
関
に

は
、
看
護
師
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
か
ら
な
る
相
談
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
関
連
機
関
と
連
携

し
た
、
早
期
介
入
・
早
期
治

療
へ
の
幅
広
い
支
援
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

近
く
増
え
て
い
る
。

　
こ
れ
を
鳥
取
県
の

人
口
約
57
万
人
に
置

き
換
え
る
と
、
患
者

数
は
、
02
年
に
は
３

７
０
０
人
で
あ
っ
た

の
が
、
12
年
に
は
４

当
事
者
の
実
態
と
は

　
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
人
は
、
ど
の
よ
う
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
山
下
氏
は
「
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
は
、
偏
見
を
持
た
れ

や
す
い
病
気
で
あ
る
。
仕
事

も
せ
ず
、
周
り
の
迷
惑
も
考

え
ず
に
ず
っ
と
飲
み
続
け
て

い
る
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
そ

う
い
っ
た
人
は
少
な
い
。
例

え
ば
、
ま
じ
め
に
仕
事
し
、

家
に
帰
る
と
何
も
食
べ
ず
に

飲
ん
で
ば
か
り
い
て
、
翌
朝

に
は
ま
た
出
社
す
る
、
と
い

う
人
も
か
な
り
多
い
。
と
は

い
え
、
中
に
は
二
日
酔
い
で

仕
事
を
休
ん
だ
り
、
暴
言
・

暴
力
が
問
題
に
な
っ
た
り
、

肝
臓
や
胃
腸
の
臓
器
障
害
を

患
っ
て
し
ま
う
人
も
多
く
い

て
、
か
か
り
つ
け
医
で
の
治

療
が
必
要
と
な
る
」
と
説
明

す
る
。

　
さ
ら
に
診
断
か
ら
治
療
に

つ
い
て
は
、
「
一
般
に
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
精
神
科

が
診
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
実
際
、
当
事
者
は
そ
の

診
断
が
つ
か
な
い
ま
ま
に
、

消
化
器
を
傷
め
た
ら
内
科
、

け
が
を
し
た
ら
外
科
と
、
か

か
り
つ
け
医
に
診
て
も
ら
っ

て
い
る
。
ど
う
に
も
な
ら
な

い
く
ら
い
依
存
症
が
進
行

し
、
周
り
の
人
た
ち
も
困
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
治
療
が

始
ま
る
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
依
存
症
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
「
本
人
は
、

な
か
な
か
自
分
の
問
題
を
認

め
な
い
。
暴
言
や
時
に
暴
力

が
あ
り
、
仕
事
を
辞
め
る
な

ど
し
て
家
族
の
方
が
心
配

し
、
保
健
所
や
医
療
機
関
に

相
談
に
来
て
い
る
。
重
症
に

な
っ
て
よ
う
や
く
治
療
が
始

ま
る
た
め
、
家
族
へ
の
啓
発

が
必
要
だ
」
と
解
説
。

　
昨
年
度
は
、
相
談
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
家
族
向

け
の
無
料
相
談
や
講
演
を
３

〜
４
か
所
で
行
っ
た
。
依
存

症
患
者
の
家
族
が
相
談
・
支

援
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
を
き

っ
か
け
に
当
事
者
の
治
療
が

進
む
こ
と
が
多
い
。

　
研
修
会
で
は
、
必
ず
本
人

や
そ
の
家
族
の
体
験
発
表
も

行
う
。
関
係
者
や
家
族
に
、

苦
し
い
こ
と
は
ず
っ
と
続
く

わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

思
春
期
児
童
・
生
徒
の
将
来

も
見
据
え
た
教
育

　
将
来
の
ア
ル
コ
ー
ル
対
策

を
含
め
て
、
未
成
年
者
に
よ

る
不
適
切
な
飲
酒
を
防
ぐ
こ

と
も
重
要
だ
。
そ
こ
で
鳥
取

県
で
は
、
要
望
に
応
じ
て
、

学
校
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
健
康

教
育
も
行
っ
て
い
る
。

　
山
下
氏
は
、「
講
演
す
る
場

合
は
、
後
半
で
体
験
談
を
話

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

る
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

当
事
者
か
ら
聞
く
話
に
は
と

て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、

思
春
期
へ
の
教
育
に
重
要

だ
」と
、思
春
期
の
児
童
・
生

徒
に
教
育
す
る
際
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

　
そ
し
て
、
「
家
族
関
係
で

苦
し
ん
で
い
た
、
飲
酒
運
転

や
二
日
酔
い
で
退
職
を
迫
ら

れ
た
、
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
思
春
期
の
子
た
ち
は
よ

く
聞
い
て
く
れ
る
。
ま
た
、

一
度
落
後
者
の
よ
う
に
な
っ

て
も
、
治
療
を
す
る
こ
と
で

も
う
一
度
心
と
体
の
健
康
を

回
復
し
、
信
頼
も
取
り
戻
せ

る
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
れ
は

大
事
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思

っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
山
下
氏
は
、
「
こ

れ
ま
で
こ
の
問
題
に
関
し
て

は
、
専
門
医
療
機
関
は
待
つ

姿
勢
で
い
た
。
し
か
し
、
関

係
機
関
が
連
携
し
て
、
患
者

本
人
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ

て
早
期
に
介
入
す
る
と
、
多

量
飲
酒
を
減
ら
す
（
節
酒
）

指
導
や
治
療
が
進
み
や
す

い
。
『
北
風
と
太
陽
』
と
い

う
話
に
あ
る
よ
う
に
、
当
事

者
に
寄
り
添
い
、
温
か
く
見

守
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
は

求
め
ら
れ
る
」
と
語
っ
た
。

＊
＊
＊

　
本
会
は
こ
の
度
、
喫
煙
に

関
す
る
健
康
メ
モ（
指
導
箋
）

「
喫
煙
に
よ
る
悪
影
響
の
防

止
」
を
制
作
し
ま
し
た
。
三

次
喫
煙
や
電
子
た
ば
こ
の
害

な
ど
、
近
年
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
問
題
に
つ
い
て

も
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
指
導
や
禁
煙
指
導
の

際
に
、
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

【
タ
イ
ト
ル
】
「
喫
煙
に
よ

る
悪
影
響
の
防
止
」

【
監
修
】
大
和
浩
（
産
業
医

科
大
学
教
授
）

【
仕
様
】
Ａ
４
ペ
ラ
／
１
冊

50
枚
綴
り
／
表
カ
ラ
ー
・
裏

２
色
刷

【
価
格
】
１
冊
１
３
０
０
円

＋
税
（
部
数
割
引
あ
り
）

　
見
本
を
ご
希
望
の
方
は
、

送
付
先
と
タ
イ
ト
ル
を
記
入

の
上
、
左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

て
い
る
。

　
改
善
策
と
し
て
は
、
喫
煙

す
る
場
所
に
十
分
配
慮
す
る

こ
と
（
特
に
乳
幼
児
が
い
る

家
庭
で
は
絶
対
に
室
内
で
吸

わ
な
い
）
、
喫
煙
後
の
せ
っ

け
ん
で
の
手
洗
い
徹
底
な
ど

が
あ
る
が
、
や
は
り
一
番
効

果
の
あ
る
解
決
策

は
、
禁
煙
だ
。

　
喫
煙
の
影
響
が
見

え
な
い
と
こ
ろ
に
ま

で
及
ん
で
い
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
た
今
、

あ
ら
た
め
て
そ
の
害

を
な
く
す
た
め
の
意

識
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

山下陽三氏

図　 鳥取県のアルコール健康障害対策
推進計画と望まれる地域の機関・
資源とのネットワーク

家族相談・家族教室の開催

連携治療プログラムのある
アルコール医療機関
（県内2次医療圏ごとに存在）

医師会・かかりつけ医・
精神科医療機関

自助グループ
（断酒会AA NAなど）

行政（県庁障がい福祉課・
精神保健福祉センター・保健所）

刑務所

保護観察所

警察・
司法機関

デイケア
作業所

包括支援
センター

専門福祉施設
（救護施設、ダルクなど）

アルコール健康障害普及啓発
相談員の育成・任命

アルコール健康障害支援拠点機関
（相談支援コーディネーターの配置）

依存症対応力向上研修会

アルコールネットワーク研究会
の定期開催・事例検討会

健康メモ（指導箋）
「喫煙による悪影響の防止」

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
支
援

〜
対
策
先
進
県 

鳥
取
の
取
り
組
み
〜

「
三
次
喫
煙
」
と
は

た
ば
こ
が
消
え
た
後
の「
受
動
喫
煙
」
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ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
く
い

か
な
い
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
ど
の
男
子
学
生
も
、
最

初
は
小
さ
な
声
で
モ
ソ
モ
ソ

と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
状

況
を
詳
し
く
聞
く
と
、
皆
、

切
実
に
悩
ん
で
電
話
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
性
教
育
元
年

と
い
わ
れ
た
１
９
９
２
年
か

ら
、
小
学
５
年
生
の
理
科
で

生
命
誕
生
を
学
習
し
、
５
〜

６
年
生
の
保
健
体
育
の
教
科

書
で
二
次
性
徴
が
扱
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
２
０

０
２
年
か
ら
は
３
〜
４
年

生
）
。
し
か
し
、
学
習
指
導

要
領
に
沿
っ
た
内
容
で
は
、

精
通
や
射
精
に
つ
い
て
学
習

し
て
も
、
男
子
学
生
に
多
い

悩
み
で
あ
る
、
性
器
の
大
き

さ
、
包
茎
、
マ
ス
タ
ー
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
習
す
る

機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
習

指
導
要
領
に
準
じ
て
行
わ
れ

て
い
る
性
に
関
す
る
健
康
教

育
は
内
容
も
時
間
数
も
十
分

で
な
く
、
思
春
期
の
子
ど
も

た
ち
は
、
正
し
い
知
識
を
理

解
で
き
な
い
ま
ま
、
性
情
報

の
氾
濫
す
る
世
界
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
兄
弟
や
仲
間

同
士
で
話
を
す
る
機
会
も
少

な
く
、
一
人
で
悩
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
思
春
期

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
電
話
相
談

を
始
め
て
約
４
年
に
な
り
ま

す
。
２
年
前
の
同
じ
時
期
に

も
こ
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
の

原
稿
を
書
く
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
と
き
は
、
思
春

期
女
子
の
事
例
で
し
た
が
、

い
ま
読
み
返
し
て
思
っ
た
の

は
、
２
年
た
っ
て
も
、
思
春

期
世
代
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い

　
妊
娠
不
安
を
機
に
避
妊
の

勉
強
を
す
る
。
順
番
が
逆
で

す
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
電
話

相
談
で
は
よ
く
あ
る
話
で

す
。
学
校
で
性
に
関
す
る
事

柄
を
学
ぶ
機
会
が
減
っ
て
い

る
中
、
何
か
不
安
が
あ
っ
た

と
き
最
初
に
相
談
を
し
た
大

人
の
対
応
次
第
で
、
大
げ
さ

に
言
え
ば
若
者
の
一
生
を
決

め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
情
報
が
不
足
す
る

う
こ
と
で
す
。
２
年
ど
こ
ろ

か
４
年
前
、
い
え
、
そ
れ
以

前
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
こ
の
３
月
に
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
・
安

全
・
食
に
関
わ
る
資
質
・
能

力
は
、
知
識
だ
け
で
な
く
、

行
動
で
き
る
力
を
身
に
付
け

て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
電
話
相
談
を
す
る
と
い
う

の
も
「
行
動
で
き
る
力
」
の

一
つ
と
す
る
な
ら
、
今
回
話

題
に
し
た
男
子
学
生
た
ち
の

よ
う
に
、
不
安
や
悩
み
を
解

決
し
よ
う
と
行
動
し
た
と
き

に
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
相
談
員
で
あ
り
た
い

思
い
ま
し
た
。

　
次
に
に
ぎ
や
か
に
な
る
の

は
冬
休
み
で
し
ょ
う
か
？

（
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
相
談
員
　
東
　
亜
紀
）

３
〜
２
０
１
１
年
の
約
40
年

間
に
総
精
子
数
が
59
％
、
精

子
濃
度
が
52
％
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
総
精
子
数
と
精
子

濃
度
が
そ
れ
ぞ
れ
年
間
１
・

６
％
と
１
・
４
％
減
少
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
減
少
は
一

過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
最

近
５
年
か
ら
10
年
で
見
て
も

持
続
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ス
ワ
ン
教
授
が
強
調
し
て

い
る
の
は
、
精
子
数
や
精
子

濃
度
を
含
め
た
精
子
の
質
の

低
下
は
、
生
殖
能
の
問
題
だ

け
で
な
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
や

米
国
の
研
究
で
心
血
管
疾
患

や
糖
尿
病
で
入
院
す
る
割
合

が
平
均
よ
り
高
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
ヒ
ト
の

生
殖
能
だ
け
で
な
く
ヒ
ト
の

健
康
と
存
続
と
い
う
視
点
に

立
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、

「
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
す

な
わ
ち
ス
ト
レ
ス
の
増
大
、

身
体
運
動
の
低
下
と
肥
満
、

化
学
物
質
へ
の
暴
露
や
喫
煙

な
ど
が
考
え
ら
れ
、
特
に
重

要
な
点
は
胎
児
期
に
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
で
す
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
喫
煙
習
慣
の
あ

る
母
親
か
ら
生
ま
れ
た
男
の

子
の
精
子
数
は
少
な
い
こ
と

が
多
く
、
そ
の
子
が
後
に
喫

煙
す
る
か
し
な
い
か
に
か
か

わ
ら
ず
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
解
析
の
対
象
と
さ

れ
た
の
は
北
米
、
欧
州
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
報
告
か
ら
抽
出

◆ 

文
献
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
の

報
告

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ウ
ン

ト
サ
イ
ナ
イ
医
科
大
学
環
境

医
学
部
門
の
シ
ャ
ナ
・
ス
ワ

ン
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
ヒ
ト
の
精
子
数
や
濃
度

に
関
し
こ
れ
ま
で
に
発
表
さ

れ
た
１
８
５
件
の
研
究
報
告

（
約
４
万
３
千
人
の
デ
ー

タ
）
を
メ
タ
解
析
し
、
そ
の

結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
１
９
７

し
た
健
康
な
男
性
で
、
生
殖

機
能
に
明
ら
か
に
問
題
が
あ

る
対
象
の
デ
ー
タ
は
除
外
さ

れ
て
い
ま
す
。

参
考

Levine H,et al.Hum
an 

Reproduction Update,  
pp.1-4,2017.

◆ 

ホ
ル
モ
ン
動
態
と
の

関
連
性
に
疑
問

　
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
と
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン

は
月
経
周
期
で
変
動
し
、
そ

れ
に
伴
っ
て
女
性
の
情
動
や

認
知
に
影
響
を
与
え
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
本
当

な
ら
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
周

期
変
動
と
心
理
学
的
に
計
測

さ
れ
た
情
動
や
認
知
の
ス
コ

今
、
電
話
相
談
を
受
け
る
意

義
を
再
認
識
し
た
事
例
か
ら

の
お
話
で
す
。

＊
＊
＊

　
夏
休
み
期
間
中
は
男
子
中

高
校
生
か
ら
、
立
て
続
け
に

相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
水
泳
部
の
練
習
中
に
勃

起
し
て
し
ま
い
困
っ
て
い

る
。
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
興
味
は
あ
る
け
ど
調
べ
た

こ
と
が
な
い
」
「
毎
日
夢
精

し
て
し
ま
う
。
ど
う
し
た
ら

止
ま
る
の
か
。
マ
ス
タ
ー
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
し
て
い
い
の

か
」
「
包
茎
で
、
（
包
皮

が
）
ど
う
し
て
も
戻
っ
て
し

ま
う
の
で
テ
ー
プ
で
止
め
て

い
る
。
そ
の
せ
い
か
マ
ス
タ

【
翻
訳
＝
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
　

Ｏ
ｂ
―
Ｇ
ｙ
ｎ
】

電
話
相
談

●
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン

☎
03（
３
２
３
５
）２
６
３
８

●
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
　
※
火
曜
日
の
み

☎
03（
３
２
３
５
）７
４
５
５

診
療
予
約
・
問
合
せ

☎
03（
３
２
３
５
）２
６
９
４

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｈ
Ｐ 

http://www.jfpa-clinic.
org/

◎
電
話
相
談
員
募
集
◎

　
思
春
期
の
体
、
経
口
避
妊

薬
、緊
急
避
妊
、妊
娠
不
安
、

Ｓ
Ｔ
Ｉ
な
ど
の
相
談
に
応
じ

る
専
門
家
を
募
集
中
で
す
。

平
日
の
昼
、
市
谷
に
お
越
し

い
た
だ
け
る
方
。
詳
細
は
、

☎
03（
３
２
３
５
）２
６
９
４

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
に
月
経
周
期

と
情
動
や
認
知
に
関
す
る
試

験
は
個
人
差
が
大
き
く
、
ま

た
、
再
現
性
が
高
く
な
い
の

で
こ
れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
た

報
告
も
一
貫
性
を
欠
い
て
い

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
研
究
で
は
経
口

避
妊
薬
の
使
用
者
、
精
神
疾

患
患
者
、
昼
夜
の
仕
事
が
シ

フ
ト
す
る
女
性
な
ど
は
除
外

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
同
じ

方
法
と
対
象
で
、
「
負
の
感

情
」
に
つ
い
て
も
ベ
ッ
ク
の

う
つ
評
価
尺
度
を
使
っ
て
２

周
期
に
わ
た
る
試
験
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
被
験

者
個
人
内
に
お
け
る
２
周
期

間
の
変
化
は
小
さ
く
、
月
経

前
の
有
意
な
症
状
悪
化
も
認

め
ら
れ
ず
、
ホ
ル
モ
ン
動
態

と
ス
コ
ア
と
の
関
連
性
は
や

は
り
見
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

参
考

Leeners B,et al.Front 
in Behav Neurosci 2017 
Jul 4.

◆ 

リ
ス
ク
は
何
歳
か
ら

高
く
な
る
の
か
？

　
家
族
に
乳
が
ん
に
か
か
っ

た
人
が
い
る
女
性
は
、
本
人

が
乳
が
ん
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
が
よ
り
高
く
な
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
定
期
的
な
検
診

で
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と

ア
も
連
動
し
、
さ
ら
に
月
経

周
期
で
繰
り
返
し
同
じ
パ
タ

ー
ン
が
認
め
ら
れ
る
は
ず
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、

ス
イ
ス
に
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
大
学
病
院
生
殖
内
分
泌
部

門
の
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
リ
ー
ナ

ー
ズ
副
部
長
ら
の
グ
ル
ー
プ

は
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
健
康

で
月
経
周
期
が
正
常
な
女
性

と
一
部
の
婦
人
科
疾
患
を
有

す
る
女
性
、
合
わ
せ
て
88
人

を
ド
イ
ツ
と
ス
イ
ス
で
募
集

し
、
記
憶
力
（
ブ
ロ
ッ
ク
ス

パ
ン
テ
ス
ト
）
や
注
意
力

（
認
知
バ
イ
ア
ス
テ
ス
ト
、

注
意
力
配
分
テ
ス
ト
）
な
ど

を
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
血
中
濃

度
と
と
も
に
２
周
期
連
続
し

て
そ
れ
ぞ
れ
４
回（
月
経
期
、

排
卵
前
、黄
体
期
、月
経
前
）

測
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

被
験
者
個
人
内
の
２
周
期
に

わ
た
る
デ
ー
タ
を
解
析
し
た

結
果
、
両
ホ
ル
モ
ン
の
動
態

と
記
憶
力
・
注
意
力
の
ス
コ

ア
と
の
間
に
一
貫
し
た
傾
向

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
最
初
の
周
期
で
見

ら
れ
た
ス
コ
ア
の
変
動
は
、

２
回
目
の
周
期
で
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
加
え
て
こ

の
研
究
で
は
子
宮
内
膜
症
ま

た
は
多
嚢の

う

胞ほ
う

性
卵
巣
症
候
群

の
被
験
者
が
29
人
参
加
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー

タ
を
解
析
し
た
結
果
で
も
関

連
性
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
れ

ば
、
認
知
機
能
を
評
価
す
る

場
合
、
評
価
項
目
以
外
の
影

響
が
常
に
伴
う
こ
と
や
、
被

験
者
自
身
の
応
答
が
検
査
に

対
す
る
慣
れ
で
導
入
時
か
ら

変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
試
験

環
境
を
管
理
す
る
の
は
容
易

と
な
り
年
間
で
千
人
当
た
り

20
〜
30
件
で
し
た
。

　
80
歳
ま
で
追
跡
す
る
と
72

％
の
女
性
が
乳
が
ん
を
発
症

す
る
と
推
計
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
１
と
い
う

遺
伝
子
変
異
の
場
合
で
す

が
、
も
う
一
つ
の
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ

２
と
い
う
変
異
を
持
つ
女
性

で
は
リ
ス
ク
の
上
昇
が
40
〜

50
歳
ま
で
続
き
、
５
〜
10
年

長
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
以
後
は
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
１
と
同

じ
傾
向
で
し
た
。
つ
ま
り
、

リ
ス
ク
の
ピ
ー
ク
が
40
歳
ま

た
は
50
歳
あ
た
り
か
ら
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
論
文
を
ま
と
め
た
著
者

は
、
年
齢
に
よ
る
リ
ス
ク
の

大
き
さ
を
知
る
こ
と
で
、
リ

ス
ク
軽
減
乳
房
切
除
術
の
選

択
を
し
た
生
殖
年
齢
の
女
性

に
と
っ
て
手
術
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
決
め
る
判
断
の
一
助
と

な
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

参
考

Kuchenbaecker KB,et 
al.JA

M
A
 2017 Jun 

20;317(23).

が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
リ
ス
ク
を
知
る
た

め
に
遺
伝
子
検
査
を
受
け
る

女
性
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、
遺
伝
子
変
異

に
よ
る
リ
ス
ク
は
い
つ
か

ら
、
ど
の
程
度
高
く
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
が
ん

遺
伝
子
疫
学
研
究
所
が
中
心

と
な
っ
て
、
英
国
、
オ
ラ
ン

ダ
、
フ
ラ
ン
ス
の
、
１
９
９

７
〜
２
０
１
１
年
の
疫
学
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て

い
る
乳
が
ん
遺
伝
子
異
常
を

持
つ
女
性
約
１
万
人
（
年
齢

中
央
値
38
歳
、
約
半
数
は
が

ん
に
か
か
っ
て
い
な
い
女

性
）
を
後
方
視
的
に
調
査
し

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
追
跡
期
間
中

に
乳
が
ん
を
発
症
し
た
女
性

は
６
７
１
人
（
こ
の
う
ち
登

録
時
す
で
に
乳
が
ん
と
診
断

さ
れ
、
そ
の
後
も
う
片
方
の

乳
房〔
対
側
〕に
も
発
症
し
た

女
性
は
２
４
５
人
）で
し
た
。

　
乳
が
ん
の
発
症
（
診
断
さ

れ
た
と
き
）
は
成
人
し
た
頃

か
ら
30
〜
40
歳
ま
で
上
昇
が

続
き
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
一
定

海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ

OPEN HOUSE
相談員の
リレーエッセー

月経周期と
記憶力の変化

ヒト精子数の
減少が続く

乳がんの
遺伝素因
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「
結
局
何
を
食
べ
た
ら
い

い
の
？
」
対
象
者
の
こ
ん
な

質
問
に
お
困
り
で
は
な
い
で

す
か
。
本
会
は
中な

か

食し
ょ
くの
栄

養
指
導
を
具
体
的
に
、
分
か

り
や
す
く
行
え
る
教
材
を
制

作
し
ま
し
た
。

　
よ
く
あ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
欠
い
た
メ
ニ
ュ
ー
例
と
そ

の
問
題
点
を
示
し
、
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
と
共
に
代
替
食
品

を
提
案
で
き
ま
す
。
対
象
者

が
パ
ッ
と
目
で
見
て
理
解
で

き
る
の
で
、
支
援
者
が
指
導

し
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
主
食
、
主
菜
、
副
菜
の
別

に
食
品
が
望
ま
し
い
順
に
豊

富
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
対

象
者
は
好
み
に
合
わ
せ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
選
べ
ま
す
。
支
援

者
の
方
は
、
対
象
者
に
合
わ

せ
た
多
様
な
食
品
選
択
を
提

示
で
き
る
の
で
、
行
動
変
容

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
編
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

　
た
ば
こ
は
や
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
酒
だ
け
は
や
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
最
近
「
未
病
」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
し
ま
す
。
私
た
ち

の
健
康
状
態
は
「
健
康
か
病

気
か
」
に
二
分
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
間
で
日
々
変

化
を
し
て
い
ま
す
。
病
気
と

診
断
は
さ
れ
な
い
が
健
康
と

も
言
え
ず
、
放
っ
て
お
く
と

病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
状
態

を
、未
病
と
い
う
よ
う
で
す
。

　
６
面
に
は
本
会
も
共
催
す

は
ね
ば
さ
び
し
く
」
（
山
頭

火
）。酒
よ
、細
く
長
く
お
付

き
合
い
頼
む
よ
！
（
許
斐
）

る
未
病
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
告
知

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
に

は
、
喫
煙
と
飲
酒
に
つ
い
て

の
記
事
も
載
せ
て
い
ま
す
。

未
病
視
点
で
言
え
ば
、
た
ば

こ
は
も
っ
て
の
外
、
酒
は
節

度
を
持
っ
て
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。

　
「
酔
へ
ば
あ
さ
ま
し
く
酔

ス
テ
ロ
ー
ル
編
・
血
糖
編
・

血
圧
編
と
、
対
象
者
の
気
に

な
る
検
査
値
に
合
わ
せ
た
、

適
切
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
に

最
適
で
す
。

　
中
食
の
多
い
働
き
手
世
代

や
若
年
世
代
だ
け
で
な
く
、

料
理
の
機
会
が
減
っ
て
総
菜

の
利
用
頻
度
の
高
い
高
齢
者

の
栄
養
指
導
に
ま
で
幅
広
く

ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
タ
イ
ト
ル
】
①
「
コ
ン
ビ

ニ
ご
は
ん
ガ
イ
ド
　
メ
タ
ボ

編
」
②
「
コ
ン
ビ
ニ
ご
は
ん

ガ
イ
ド
　
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
編
」
③
「
コ
ン
ビ
ニ

ご
は
ん
ガ
イ
ド
　
血
糖
編
」

④
「
コ
ン
ビ
ニ
ご
は
ん
ガ
イ

ド
　
血
圧
編
」

【
監
修
】
小
島
美
和
子
（
㈲

ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ

ス
　
管
理
栄
養
士
　
健
康
運

動
指
導
士
）

【
仕
様
】
Ａ
４
ペ
ラ
／
１
冊

50
枚
綴
り
（
天
の
り
製
本
）

／
表
カ
ラ
ー
・
裏
２
色
刷

【
価
格
】
１
冊
１
３
０
０
円

＋
税
（
部
数
割
引
あ
り
）

　
見
本
の
送
付
を
ご
希
望
の

方
は
、
送
付
先
と
タ
イ
ト
ル

を
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

編
集
後
記

【
テ
ー
マ
】
「
心
を
は
ぐ
く

む
絵
本
の
せ
か
い
」

【
講
師
】
渡
辺
順
子
（
す
ず

ら
ん
文
庫
主
宰
）

【
日
時
】
12
月
12
日
㈫
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
新
宿
区
）

【
対
象
】
保
健
師
、助
産
師
、

看
護
師
な
ど
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
当
日
参
加
３
千

円
（
会
員
以
外
で
当
日
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

事
前
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

【
問
い
合
わ
せ
】
本
会

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

※
随
時
会
員
募
集
中
で
す
。

年
間
予
定
と
詳
細
は
本
会
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会

1951年、神戸市生まれ。77年、久留米大
学医学部卒。慶應義塾大学医学部産婦人
科教室入局。済生会中央病院勤務。84
年、医学博士学位授与
（慶應義塾大学）。神戸
海星病院勤務後、88年
に尼崎市で末包クリニ
ック開業。現在は、尼
崎市産婦人科医会会
長、尼崎市医師会理事
５期（学校保健担当）。

　
１
９
９
７
年
に
尼
崎
医
師

会
の
学
校
保
健
担
当
理
事
に

就
任
し
て
、
産
婦
人
科
医
が

ど
の
よ
う
に
学
校
保
健
に
関

与
で
き
る
か
考
え
、
思
春
期

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
健
康
教

育
の
充
実
し
か
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
当
時
に
北
村

邦
夫
先
生
の
性
教
育
講
演
を

聞
い
た
の
が
、
性
教
育
の
関

わ
り
の
始
め
で
し
た
。

　
幸
い
に
も
尼
崎
市
医
師
会

で
は
、
全
校
医
制
の
下
、
産

婦
人
科
医
が
学
校
現
場
で
活

躍
し
や
す
い
状
況
で
し
た
。

98
年
よ
り
産
婦
人
科
医
会
内

に
性
教
育
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
市
内
の
中
学
校
20
校
余

り
で
２
年
に
１
回
、
性
教
育

講
演
を
始
め
ま
し
た
。

　
開
業
以
来
、
地
域
の
中
で

周
産
期
医
療
と
生
殖
医
療
を

主
に
診
療
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
診
療
の
合
間
を
縫
っ

て
、
性
教
育
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
以
前
は
、
産
婦
人
科
医
の

立
場
か
ら
、
性
交
開
始
年
齢

を
遅
ら
せ
る
す
べ
、
望
ま
な

い
妊
娠
の
予
防
、
確
実
な
避

妊
法
の
提
供
、
性
感
染
症
の

予
防
と
治
療
と
い
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
講
演
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
最
近
、
少
子
化
の
中
で
の

女
性
の
晩
婚
化
や
卵
子
の
老

化
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
講
演
の
中
で
、
妊

娠
・
出
産
の
最
適
年
齢
や
、

不
妊
症
に
つ
い
て
も
お
話
し

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
今
年
の
夏
に
実
施

し
た
講
演
後
の
子
ど
も
た
ち

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
ま

と
め
ま
し
た
。

新作指導箋（４種）

コンビニごはんガイド
（メタボ編・ＬＤＬコレステ
ロール編・血糖編・血圧編）

　
尼
崎
市
教
育
委
員
会
で

は
、
15
年
前
よ
り
養
護
教
諭

の
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
性

教
育
研
究
会
が
開
か
れ
て
い

ま
し
た
。
性
教
育
を
始
め
る

こ
と
に
養
護
教
諭
の
先
生
方

の
理
解
が
あ
り
助
か
っ
た
の

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
の
性
教
育
講
演

が
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
尼
崎

市
内
の
10
代
の
出
生
数
と
人

工
妊
娠
中
絶
数
は
毎
年
低
下

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
10
年

目
に
学
校
医
、
学
校
関
係

者
、
保
健
所
担
当
者
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
々
に
声
を
掛
け
て
、

遭
う

・ 

女
性
の
月
経
時
に
は
イ
ラ

イ
ラ
や
痛
み
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
の
で
、
そ
の
と

き
は
優
し
く
す
る

・ 

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
、
よ

く
考
え
て
気
を
付
け
て
、

生
き
て
い
く

女
子

・ 

ピ
ル
で
、
生
理
調
節
が
で

き
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ピ

ル
は
避
妊
の
た
め
だ
け
に

使
う
と
思
っ
て
い
た

・ 

考
え
も
し
な
い
で
、
性
行

為
を
す
る
の
は
無
責
任

・ 
コ
ン
ド
ー
ム
で
１
０
０
％

避
妊
で
き
る
と
思
っ
て
い

た
・ 

お
産
は
大
変
。
女
性
の
大

変
さ
が
、
男
子
に
も
分
か

っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
・ 

一
人
と
性
行
為
を
し
て

も
、
し
っ
か
り
性
感
染
症

対
策
を
す
る

・ 

男
女
交
際
の
目
的
が
違
っ

て
い
た
。
異
性
の
考
え
方

も
尊
重
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い

・ 

お
互
い
の
こ
と
を
よ
く
知

っ
て
付
き
合
う

・ 

軽
は
ず
み
な
交
際
は
危
険

だ
と
分
か
っ
た

・
21
週
は
忘
れ
な
い

・ 

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持

つ
。
自
分
の
体
は
自
分
で

守
る

　
最
後
に
、
性
教
育
講
演
会

の
前
後
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
た
結
果
、
理
解
度
が
30

〜
40
％
く
ら
い
上
昇
し
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
思
春
期
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
性
教
育
講
演
会

を
地
道
に
継
続
し
て
い
こ
う

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

男
子

・
妊
娠
す
る
と
大
変

・ 
10
代
で
は
、
経
済
面
で
出

産
も
子
育
て
も
無
理
が
あ

る
・ 

初
め
て
知
っ
た
こ
と
ば
か

り
。
た
っ
た
一
度
で
も
妊

娠
す
る
と
は
。
コ
ン
ド
ー

ム
は
１
０
０
％
と
信
じ
て

い
た
の
に

・ 

性
感
染
症
は
、
種
類
が
多

い
・ 

ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
が
若

い
人
に
多
い
こ
と
が
分
か

っ
た
。
甘
い
考
え
で
、
性

行
為
を
す
る
と
痛
い
目
に

医
会
が
中
心
と
な
っ
て
尼
崎

市
性
教
育
講
演
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
講
演
は
２
部
構

成
で
、
初
め
に
養
護
教
諭
や

保
健
所
の
関
係
者
に
、
最
近

の
尼
崎
市
内
に
お
け
る
思
春

期
の
子
ど
も
た
ち
の
性
行
動

の
状
況
に
つ
い
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
、
本
講
演
を
避
妊

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
著
名
な
先

生
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
本
会
に
は
研
究
倫
理
審
査

委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
研
究
倫
理
審
査
を
希
望

さ
れ
る
方
、
研
究
を
始
め
た

い
が
研
究
計
画
、
研
究
の
進

め
方
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
本
会
家
族

計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
03（
３
２
３
５
）２
６
９
４

本
会
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
の
ご
案
内

末包　博昭

産
婦
人
科
医
が
学
校
医
と
し
て

時
代
に
あ
っ
た
性
の
健
康
教
育
を末す

え

包か
ね

　
博
昭

末
包
ク
リ
ニ
ッ
ク（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！ 

そ
の
32

性
教
育
講
演
会
を
立
ち
上
げ
て

少
子
化
時
代
の
性
の
健
康
教
育

今月の人

末包氏の性教育講演風景


